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1998年4月制定
2017年4月改定

私 た ち は 環 境 に 配 慮 し 、 且 つ ラ イ フ サ イ ク ル を 考 慮 し た 商 品 の 設 計 と 研 究 開 発 に 取 り
組みます。
私たちは生物多様性など環境保護に配慮した調達を実施します。
私 た ち は エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 、 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 ・ 適 正 処 理 な ど 環 境 負 荷 の 低 減 に
努めます。
私たちはエネルギーの有効活用、汚染予防など環境負荷の低減に努めます。
私たちは資源のリサイクル及び適正処理に取り組みます。
私 た ち は 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 貢 献 や 情 報 公 開 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ チ ー ム と し て の 活 動 の
統制と強化に取り組みます。 

【商品】

【調達】
【生産】

【物流】
【販売】
【管理】

ＳＵＢＡＲＵのフィールドは、大地と空と自然です。
大 地 と 空 と 自 然 が 広 が る 地 球 環 境 保 護 を 重 要 な 企 業 活 動 と 捉 え 、 あ ら ゆ る 事 業 活 動 に お い て 、 気 候 変 動
への対応、生物多様性など地球規模の環境課題に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。

環境行動指針

私たちは、バリューチェーン全体を俯瞰出来る組織的特性を活かし、オールＳＵＢＡＲＵチームで
地球環境保護にチャレンジしていきます。

3. オールＳＵＢＡＲＵでチャレンジ

私たちは、CO2削減活動を全ての企業活動で取り組むとともに、森林保全に注力しアクティブに
自然との交流を進める活動を支援していきます。

2. 自然との共生を目指した取り組みに注力

私 た ち は 、 環 境 と 安 全 を 第 一 に 先 進 技 術 の 創 造 に 努 め 、 地 球 環 境 保 護 に 貢 献 で き る 商 品 を
開 発 し 、 提 供 し て い き ま す 。

1. 先進の技術で環境に貢献できる商品を開発、社会に提供

自動車と航空宇宙事業を柱とするＳＵＢＡＲＵの事業フィールドは、大地と空と自然です。
私 た ち は 、 こ の 大 地 と 空 と 自 然 が 広 が る 地 球 の 環 境 保 護 こ そ が 、 社 会 と 当 社 の 未 来 へ の 持 続 性 を 可 能 と
する最重要テーマとして考え、すべての企業活動において取り組んでいきます。

『大地と空と自然』がＳＵＢＡＲＵのフィールド
ＳＵＢＡＲＵの環境理念

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 環 境 方 針

環境
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環境データ

環境コミュニケー
ション環境に配慮した調達汚染の予防

生物多様性水資源資源循環

気候変動環境に配慮した
クルマ環境マネジメント
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【4】 環境マネジメント

【3】 公害防止・有害化学物質使用削減

【2】 資源循環

【1】 地球温暖化対策

1. 第6次環境ボランタリープラン（2017～2020年度）

取 り 組 み 計 画 と 成 果

環境への取り組みは、目指すべきゴールや目標（ターゲット）を設定するだけでは十分ではありません。
それらの実現に向けた取り組みを実践し、成果を出す過程も重要であるとＳＵＢＡＲＵは考えます。

ＳＵＢＡＲＵは、1993年度から環境保全自主取り組み計画「環境ボランタリープラン」に取り組み、現在
第6次計画（2017年度～2020年度）を推進しています。
環 境 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン の 目 標 達 成 に 向 け 、 I S O 1 4 0 0 1 お よ び エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 を 適 宜 適 切 な 拠 点 で
導入し、取り組み成果を最大限かつ効率的に創出する仕組み（PDCAサイクル）を整備・運用しています。

社 会 と Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 持 続 可 能 な 成 長 に お い て 、 中 長 期 の 視 野 で 環 境 へ の 取 り 組 み を 実 践 す る こ と が
一層求められる現在、ＳＵＢＡＲＵは事業を通じた貢献をより強化していきます。
そ の 一 環 と し て 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 第 6 次 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン が 終 了 す る 2 0 2 1 年 度 以 降 の 新 計 画 「 環 境
アクションプラン」の策定に着手しました。既に一部の計画では目標（目指すべき方向）を定め、具体的
な取り組み内容の検討と実践を進めています。

適 切 な 環 境 マ ネ ジ メ ン ト が 環 境 取 り 組 み の 成 果 を 高 め ま す

環境：環境マネジメント

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/pdf/vision_05.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/pdf/vision_06.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/pdf/vision_07.pdf
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/pdf/vision_08.pdf
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第６次環境ボランタリープラン 【2017〜2020 年度】 

 

【２】資源循環 

領 域 項      目 
2020 年度までの 

目標・取り組み 

2018 年度 

 

2019 年度 

目標・取り組み 目標 年度実績 

商品 リサイクル性の向上 
◆自動車リサイクル法への対応を継続 

◆部品取り外し性・材料分離・分別性向上へ

の取り組みを継続 

新型車のリサイクル配慮設計を推進し､2020

年度リサイクル実効率 95％に貢献 

電動車も含め、リサイクル配慮設計を継続

し、リサイクル実効率の達成を目指す 

・リサイクル実効率 95%以上を継続達成

した 

・リサイクル設計ガイドラインに電動車

向け Li-ion 電池の項目を追加／改訂

した 

さらに、リサイクル配慮設計を織り込

んだ技術開発を推進した 

・PHEV 車等の大型 Li-ion 電池も含めたリサイ

クル配慮設計を継続推進する 

・易解体性を配慮した車種開発を継続推進

する 

・社会環境と法規動向を把握し、プラスチック

部品への再生材活用を推進する 

◆CFRP リサイクル技術への取り組み CFRP 製品の易解体性に関する技術開発の推進 易解体性を配慮した技術開発を継続

推進する 

CFRP 製品の先行開発において易解体性に

配慮して開発・設計する取り組みを開始

した 

易解体性を配慮した技術開発の推進を継続

する 

ライフサイクルアセスメントの推進 
◆ライフサイクルアセスメント（LCA）デー

タの公開を推進 

フルモデルチェンジ車から LCA データの公開

を推進 

新型フォレスターやハイブリッド車種など

を公開予定 

新型フォレスター（HEV）の LCA データを

算出し公開した 

2019 年度は公開する該当車種無し 

生産 国内販売特約店・解体業者 
◆処理困難物の処理スキーム確立 ◇リサイクルと適正処理の強化 リサイクル・処理高度化の推進と実証を行う 処理・リサイクルの実証を行うと共

に、さらなる処理高度化の仕組みを構

築した 

リサイクル・処理高度化の推進と実証実験を

継続実施する 

生産工場 
◆廃棄物の適正処理、発生量抑制の維持管理

を継続 

◇廃棄物の適正処理と、歩留まり向上荷・荷姿

改善などによる維持管理を継続 

分別徹底と有償化で、廃棄物発生量の抑制を

継続する 

廃棄物の発生量実績、2018 年度目標の

約 92％に抑制した 

廃棄物の適正処理と、歩留まり改善による発

生量抑制の維持管理を継続する 

 

◆国内外生産工場のゼロエミッションを継

続 （直接､間接を問わず埋め立て処分量ゼ

ロレベル） 

◇国内外生産工場のゼロエミッションを継続 国内外生産工場のゼロエミッションを

継続する 

国内外工場共にゼロエミッションを

達成した 

 
国内外生産工場のゼロエミッション継続する 

◆国内外生産工場における水使用量を管理 ◇国内外グループ企業を含めた、生産工場にお

ける水使用量を管理 

国内外生産工場における水使用量の適切な

管理を推進する 

国内外生産工場における水使用量の適切

管理を推進した 

 
国内外生産工場における水使用量の適切管理

を推進する 

 

第６次環境ボランタリープラン 【2017 2020 年度】 

 

【１】地球温暖化対策 

領 域 項      目 
2020 年度までの 

目標・取り組み 

2018 年度 

 

2019 年度 

目標・取り組み 目標 年度実績 

商品 燃費の向上 

自

動

車 

◆フルモデルチェンジおよび年次改良ごと

の継続的な燃費改善を図る 

◇環境エンジンへの刷新、カテゴリトップレベ

ルの燃費性能の実現 

◇水平対向直噴ダウンサイジングターボエン

ジンの市場導入 

・水平対向エンジンと電動技術を組み合わせ

た新開発のパワーユニット「e-BOXER」を新

型フォレスターに採用。同時に、新型

SUBARU XV にも「e-BOXER」搭載モデルを追

加する 

・水平対向直噴ダウンサイジングターボエン

ジンを量産開発に移行する 

・直噴エンジンとモーターを組み合わせ

た新型パワーユニット「e-BOXER」を新

型フォレスター、SUBARU XV へ搭載し市

場投入した 

・ダウンサイジングターボエンジンを搭

載した量産車の性能評価に移行した 

・新型パワーユニット「e-BOXER」を搭載した

新型フォレスター、SUBARU XV のグローバル

展開を拡大する 

・ダウンサイジングターボエンジン搭載車の

量産開発を完了し、量産準備へ移行する 

クリーンエネルギーの利用 
主を車ドッリブイハンイグラプに度年8102◇ 進推入導の両車動電◆

要市場に導入 

◇電気自動車の市場導入を目指した研究推進 

・Crosstrek (日本名 SUBARU XV）をベースと

したプラグインハイブリッドを、2018 年内

に生産開始・米国市場へ導入 

・2017 年度の成果を受け、より電費の良い電

動化システムを継続検討 

ＳＵＢＡＲＵ初のプラグインハイブリッ

ドを SUBARU XV へ搭載し、米国へ市場導

入した 

電動車展開を拡げることを目的として、量産

化を想定した次期電動車の基礎先行開発の見

通しづけを進める 

道路交通改善ーIT技術 

（自動運転技術・予防安全技術） 

◆先進運転支援システムの展開拡大と、自動

運転技術の開発に取り組み、事故を未然に

防止する技術開発をさらに前進させ、事故

による渋滞の防止と運転支援技術での交

通流改善による CO2削減に貢献 

◇先進運転支援システム「EyeSight」を中心と

した運転支援技術・予防安全技術の技術開発

を推進し、より多くの市場に拡大展開 

◇2017 年度に高速道路限定で同一車線をキー

プするトラフィック・ジャム・アシスト機能

を市場導入 

◇2020 年度に車線変更を含めた高速道路自動

運転機能を市場導入 

・死亡事故ゼロを目指す開発を推進する

高速道路の全車速域で運転操作をアシ

ストする 

・「アイサイト・ツーリングアシスト」の拡大

展開や、アセスメントを活用した事故被害

軽減技術の周知・普及拡大を中心に、高度

運転支援システムの技術開発を継続的に

推進する 

・SIP/ASV などの産官学の推進計画に沿った

活動を継続的に推進する 

・新型フォレスターに「アイサイト・ツー

リングアシスト」を拡大展開した 

・新型フォレスターは 2018 年度 JNCAP 予

防安全性能評価において最高評価の

ASV+++を獲得した 

・2020 年に市場導入を目指す高速道路

自動運転機能についての技術開発を

進めた 

2030 年に死亡交通事故ゼロを目指す開発を推

進する 

「アイサイト・ツーリングアシスト」の拡大展

開や、アセスメントを活用した事故被害軽減

技術の周知・普及拡大を中心に、高度運転支援

システムの技術開発を継続的に推進する 

また、SIP/ASV などの産官学の推進計画に沿っ

た活動を継続的に推進する 

生産 生産工場 
◆国内生産工場からの生産額あたりCO2排出

量を削減 

◇国内生産工場からの生産額あたりCO2排出量

を 2020 年度迄に 2006 年度比 14％削減 

国内生産工場からの生産額あたり CO2排出量

を 2006 年度比 12％削減する 

国内生産工場からの生産額あたり CO2 排

出量を 2006 年度比 40％削減した 

国内生産工場からの生産額あたり CO2 排出量

を 2006 年度比 13％削減する 

◆海外生産工場※からの CO2 排出量の削減活

動を推進 

◇海外生産工場からのCO2排出量の中期目標を

設定 

継続的な削減活動を推進 

生産効率性を高め、CO2 排出量の継続的な削

減を実施する 

生産台数あたり CO2 排出実績は 0.56t- 

CO2/台で、前年度実績を概ね維持した 

生産効率性を高め、CO2排出量の継続的な抑制・

削減を実施する 

物流・販売 物流 
◆省エネ法と同期したCO2削減への対応推進 ◇CO2排出原単位を、2006 年度をベンチマーク

とし、毎年度▲1％低減 

輸送効率化・輸送ルート見直しなどを推進

し、毎年度▲1％達成を継続 

【目標：30.32kg/台】 

毎年度▲1％達成した 

【実績：28.57Kg/台】 

引き続き省エネ法と同期させた取り組みと

し、2006 年度実績をベンチマークに毎年度▲

1%低減を目指す 

※ SIA：Subaru of Indiana Automotive,Inc. 

〜
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第６次環境ボランタリープラン 【2017〜2020 年度】 

 

【４】環境マネジメント 

領 域 項      目 
2020 年度までの 

目標・取り組み 

2018 年度 

 

2019 年度 

目標・取り組み 目標 年度実績 

調達 グリーン調達活動 ◆国内･海外お取引先様に対し､環境マネジメントシ

ステム（EMS）の構築・維持・強化を要請 

◇新規お取引先様を含めて EMS 構築・維持継続 新規お取引先様を含め構築体制を維持継続する 新規お取引先様を含め構築体制を維持継続

した 

新規お取引先様を含め構築体制を維持継続

する 

◇サプライチェーン全体に対して、製品ライフ

サイクル全体を通した環境マネジメント強化

を要請 

ガイドラインを改訂発行、お取引先様に展開し

周知する 

ガイドラインを改訂発行し、有効性確

認アンケートをお取引先様より回収、

理解を得た 

必要に応じガイドラインを改訂発行しお取引

先様に展開、周知する 

◆環境負荷物質の削減 ◇お取引先様における、部品･原材料などに含ま

れる環境負荷物質の管理拡充と削減を推進 

環境負荷物質の含有調査を継続し、代替材への

切り替えによる環境負荷物質の削減を推進 

IMDS（International Material Data 

System）調査依頼や TS（Technical 

Standard）の最新版をお取引先様に展開

した 

環境負荷物質の含有調査を継続し、代替材

への切り替えによる環境負荷物質の削減を

進める 

◆販売特約店の環境への取り組み活動に対する支援

実施 

◇ガイドラインを社会環境や当社方針の変化に

応じて改訂し、お取引先様を対象に展開・周

知・遵守要請を推進 

ガイドラインを改訂発行、お取引様先に展開

し周知する 

ガイドラインを改訂発行しお取引先様に展

開し周知した 

必要に応じガイドラインを改訂発行しお取引

先様に展開し周知する 

物流・販売 販売特約店における環境保全活

動の推進 自

動

車 

◆販売特約店の環境への取り組み活動に対する支援

実施 

◇エコアクション 21※の全販売特約店認証維持

を支援 

◇エコアクション 21を活用した省エネ、廃棄物

削減など自主的な環境取り組み継続を支援 

・各社の自主的な環境リスク低減活動を継続支

援する 

・販売特約店からの環境関連報告を D-SPECS シ

ステム経由に統一を進め、業務効率化と法令

遵守の強化を図る 

・更新審査の対象となる全販売特約店は、

EA21 を継続できる見通しとなった 

・「EA21 2017 年版ガイドラインへの移行審

査」に着手した 

・D-SPECS の活用支援を継続。改正フロン法

対応（定期点検管理、漏洩量報告など）を

システム化し、業務効率化を推進した 

「EA21 2017 年版ガイドラインへの移行審査」

を各販売特約店が確実に受審できるよう、個

社教育などの支援を行っていく 

監理 地域社会と連携した、生物多様性を含む

環境保全活動の推進 

◆環境イベントへの参画､工場近隣にお住まいの方

との交流､工場見学への対応を継続 

◆生物多様性を含めた各工場周辺地域の清掃活動や

緑化活動を継続的に実施 

◆環境団体などの活動に、支援・協力を行う 

◇工場見学受け入れ、敷地開放イベントの開催、

環境交流授業を実施 

◇各工場･事業所周辺地域の清掃活動を継続的

に実施 

◇生物多様性に配慮した緑化活動を推進 

・環境出前教室および群馬ビジターセンターの

見学者受け入れを継続する 

・地域清掃活動を継続実施する 

・当社と地域的な関わりが深い、群馬、宇都宮、

美深での森林保全活動の具体的な実行をする 

・環境出前教育(35 回実施）、ビジターセン

ター受け入れを継続実施した 

・引き続き各事業所に関わりの深い地域で、

清掃活動を継続実施した 

・関係する自治体と森林保全活動に関する

協定に基づき、取り組みを開始した 

・環境出前教室および群馬ビジターセンター

の見学者受け入れを継続する 

・地域清掃活動の継続実施する 

・当社と地域的な関わりが深い、群馬、宇都

宮、美深での森林保全活動の具体的な取組

を継続する 

環境関連情報の公開 ◆環境報告の継続的発行､広報資料などによる環境

情報の適時公開を図る 

◇環境報告を実施 

WEB サイトでは、最新情報を提供 

・情報の質的向上を検討しつつ、次年度 CSR レポ

ートを公表する 

・ESG投資の促進に資する外部調査票への積極的

回答を推進する 

・プレスリリースなどでのタイムリーな情報提

供を実施する 

・CSR レポート 2018 の日本語版を 2018 年

10 月、英語版を同年 12月に公表した 

・CDP,DJSI,日経環境経営度などへの回答 

環境開示基盤実証（環境省）に協力した 

・プレスリリースなどでの適時開示を行っ

た 

・CSR レポート 2019 の 2019 年 8 月公表を目

指す 

・費用対効果も考慮しつつ、外部調査にも誠

実に対応していく 

・プレスリリースなどでの適時開示を行う 

◆環境報告書記載内容の改善・充実を図る 

（環境報告ガイドラインへの準拠対応､グループ企

業も含めた報告） 

◇環境報告内容の環境省環境報告ガイドライン

準拠率向上と、報告内容の向上を目指す 

新環境報告ガイドライン（環境省）、GRI スタン

ダードの情報収集と当社の報告内容へのフィー

ドバックを行う 

CSR レポート 2018 において参考としたガイ

ドラインを、「GRI G4」から「GRI スタンダ

ード」へ移行完了した 

「GRI スタンダード」と環境報告ガイドライ

ンを参考とし、環境報告ガイドラインは 2012

年版から 2018 年版への移行を進める 

◆環境展などに参画し、当社の環境取り組みをアピ

ール 

◇エコプロ展などに積極的に参加し、当社の環

境への取り組みを広くアピール 

「エコプロ 2018」への出展などを検討する ・「エコプロ 2018」に出展し、当社の環境取

り組みを多くの方へ発信した 

ＳＵＢＡＲＵの環境取り組みをより広く理解

いただける方法を検討し、その実行へ移す 

環境教育や啓発活動の推進 ◆社内教育システムに組み入れた環境・社会教育を

継続実施 

◇環境に関する教育・啓発・発表会などの実施を

さらに推進 

特に環境関連法令に関して、教育・啓発・発表会

などの実施を推進する 

・環境教育テキストを更新し、e-learning

などを実施した 

・廃掃法教育を実務担当者向けに実施した 

・e-learning などによる環境教育を継続し、

さらなるレベルアップを目指す 

・廃掃法の理解度向上に向けた取り組みを

行う 
◆社内報や各種媒体による啓発活動を継続 

◆講演会､職場における改善事例発表会などを継続

実施 

環境マネジメントシステムの構築 ◆当社全拠点 ISO14001 統合認証を継続維持 ◇内部監査や環境教育など仕組みの共有化を進

め、より合理的な EMS 活動を目指す 

◇関連企業 3 社（SLCO、桐生、富士機械）を含

めた ISO14001 統合認証化を推進し、さらなる

レベルアップを目指す 

◇「EA21 バリューチェーン」を関連企業、サプ

ライヤーに展開 

・ＳＵＢＡＲＵグループ視点での環境マネジメ

ントシステム体制の維持と拡充を行う 

・「EA21 バリューチェーン」認証取得企業を拡大

する 

・ISO14001 のグループ認証を継続した 

・EA21_2017 年度版への切り替えのタイミ

ングと重なり、拡大が遅れた 

・認証資格の維持継続をする 

・「EA21 バリューチェーン」の展開方法を発展

的に見直す 
◆環境マネジメントシステムの継続的改善を推進 

◆関連企業・サプライヤーとの連携の強化､連結環境

マネジメント体制の構築を維持･強化 

※エコアクション 21（EA21）：環境省が ISO14001 を参考に、中小事業者が取り組みやすいように設計された環境マネジメントシステム。 

第６次環境ボランタリープラン 【2017〜2020 年度】 

 

【３】公害防止・有害化学物質使用削減 

領 域 項      目 
2020 年度までの 

目標・取り組み 

2018 年度 

 

2019 年度 

目標・取り組み 目標 年度実績 

商品 低排出ガス化 
◆大気環境改善のための低排出ガス車の

導入を推進 

◇日本：WLTP における低排出ガス基準認定車

を拡大（SUBARU 生産車） 

海外：各国、各地域大気環境改善のための

低排出ガス車の導入を推進 

微小粒子物質の排出を抑制する GPF

（Gasoline Particulate Filter）付き車両

の仕向地拡大開発を継続する 

GPF（Gasoline Particulate Filter）付き

車両欧州向け量産開発を完了、中国展開

の量産開発に着手した 

・微小粒子物質の排出を抑制する GPF

（Gasoline Particulate Filter）付き車

両を市場投入する 

・北米向けに SULEV 対応車両の展開を拡げる

先行開発を実施する 

環境負荷物質の使用低減 
◆環境負荷物質の管理拡充および、さらなる

低減を推進 

◇製品含有化学物質の管理強化 

◇環境負荷のより少ない物質への代替推進 

・IMDS を用いた化学物質管理を強化する 

・環境負荷のより少ない物質への代替を

推進する 

・全部品の成分管理を可能にする IMDS シ

ステムを構築し、運用開始した 

・欧州向けウォッシャー液のエタノール

切り替えを完了した 

また ELV指令で 2020年禁止対象の合わ

せガラスはんだの鉛フリー代替開発を

進めるなど、環境対応を推進した 

・化学物質管理 

IMDS を用いた化学物質管理の継続強化を

図る 

・環境負荷物質の代替推進 

フタル酸エステルなど規制物質の代替方針

に沿った代替推進する 

生産 

生産工場における環境負荷物質の管理

と排出削減 

◆自動車生産ラインにおける VOC（揮発性有

機化合物) の排出量原単位（g/㎡）をさら

に削減 

◇VOC 排出量原単位を削減する 2017年度目標よりも低い原単位を設定し、

環境負荷低減に努める 

VOC 排出量原単位実績は、2018 年度目標

（2017 年度目標に比へ約 5%低減）の約

96％に抑制した 

2018 年度目標よりも低い原単位を設定し、環

境負荷低減に努める 

◆PRTR 法対象化学物質の環境への排出量削

減を継続 

◇PRTR 法による指定化学物質を把握･管理す

ると共に、さらなる削減を推進 

PRTR 物質集計管理を継続する 

 

PRTR 物質集計を継続し、2018 年度実績を

報告した 

PRTR 物質集計および管理を継続実施する 

◆環境上の構外流出事故・苦情・法基準値超

過の発生ゼロを目指した活動を推進 

◇環境リスク低減活動などを通じて、環境事

故･苦情･法基準値超過のゼロを目指した活

動を推進 

◇上乗せ自主基準値を設定し、小さなリスクの

撲滅活動を推進 

環境リスク低減活動を継続実施する 

（啓蒙、教育、地域共生） 

環境リスク低減活動の結果、構外流出 0

件、構内流出 6件、基準値超過 0件、臭気

苦情 2 件、騒音苦情 5 件、振動苦情 0 件

となった 

環境リスク低減活動の継続実施（啓蒙、教育、

地域共生）と 2019 年度目標は、左記項目につ

いてすべて 0件を目指す 

 

自
動
車 



証書の活用

再エネ電気の
購入

再エネ設備の
導入

SUBARU ACCESSORY 
CENTERなど
（330t-CO2削減見込み）

東京事業所
（4,000t-CO2削減見込み）

群馬製作所 本工場
（6,200t-CO2削減見込み）

本社および
総合研修センター
（1,000t-CO2削減見込み）

群馬製作所 大泉工場
（2,600t-CO2削減見込み）

宇都宮製作所（南・南第2）
（5,400t-CO2削減見込み）

太陽光発電設備の導入 水力発電由来の電力の導入
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KPI：目指す方向
関連情報

2万t-CO2削減に向けたＳＵＢＡＲＵの主な取り組み

気 候 変 動 へ の 取 り 組 み は 差 し 迫 っ た 状 況 で あ る こ と を 踏 ま え 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 上 記 ロ ー ド マ ッ プ
「フェーズⅠ」に基づき、「意欲的なCO2削減を前倒しで実施」を進めています。まずは、2020年度までに
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ が 直 接 排 出 す る C O 2の 年 間 排 出 量 の 約 3 ％ に 相 当 す る 2 万 t - C O 2 の 削 減 を 達 成 し 、
2030年度までの30％削減を目指していきます。

▶
2025

2030目標
（Target）

直接排出（スコープ1,2）
CO2  30%減　

2020

2018
（年度）

技術革新、市場、規制などの
外部要因も考慮しつつ、全社
的視点から、あらゆる手段を
検討し実行

フェーズⅢ：達成期

生産活動増加に伴うCO2増加
を予測し、徹底した省エネに
加え、再生可能エネルギー・
CO2ゼロ電源等を積極導入

フェーズⅡ：実行期
次期計画「環境アクション
プラン」の策定
現行計画（第6次ボランタリー
プラン）は継続しつつ、意欲的
なCO2削減を前倒しで実施

・

・

フェーズⅠ：準備期

【2030年度までのロードマップ】

様々な環境課題のなかでも、気候変動は特に社会・経済に与える影響が大きく、かつ長期的な視野での取り
組みが喫緊の課題として求められています。ＳＵＢＡＲＵは、気候変動への対応が最も重要な取り組みで
あ る と 位 置 づ け 、 ま ず は Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ が 直 接 排 出 す る C O 2（ ス コ ー プ 1 お よ び 2 ） を 2 0 3 0 年 度
までに30％削減（2016年度比 総量ベース）することを目指します。
成長を続けるＳＵＢＡＲＵにとって、CO2を総量ベースで30％削減することは決して容易ではありません。
しかし、パリ協定が目指す「世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃未満に抑える」ためには、
社会が共有する水準を目指すことが重要であるとＳＵＢＡＲＵは考えます。
そこで、2030年度までのロードマップを策定し、それに基づく取り組み案の検討を進めています。

2. 環境アクションプランの策定

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/050_climaticvariation.html?id=a04
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☆国内関連企業部会構成会社

※グループ認証 

・Subaru of Indiana Automotive, Inc. (SIA)
・Subaru of America, Inc. (SOA)
・Subaru Canada, Inc. (SCI)
・Subaru Research & Development, Inc. (SRD)

海外連結会社4社

国内SUBARU販 売特約店全4 4 社

※富士機械株式会社
※桐生工業株式会社
※輸送機工業株式会社
※株式会社スバルロジスティクス
※エフ・エー・エス株式会社
株式会社イチタン
富士重工ハウス株式会社

☆
☆
☆
☆

☆

国内連結生産・物流関連7社

本
社

宇
都
宮
製
作
所

東
京
事
業
所

群
馬
製
作
所

ＳＵＢＡＲＵ
全社統合EMS

販売・サービス部会

物流部会

販売・サービス／物流環境小委員会

連携

（一部 除く）

一体
運用

運用
支援

国内関連企業環境小委員会

公害防止部会

地球温暖化防止部会

ゼロエミッション部会

生産環境小委員会

 環境委員会
（委員長：サステナビリティ推進部担当

　　取締役専務執行役員）

CSR委員会
（委員長：代表取締役社長 ）

経営会議
（主宰：議長　代表取締役社長）

取締役会

ＳＵＢＡＲＵグループの環境管理組織体制

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 環 境 方 針 や 環 境 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン の 目 標 を 達 成 す る た め に 、 全 社 統 合 E M S

（環境マネジメントシステム）と環境委員会の2つを軸に、組織横断的な環境管理体制を構築しています。

環境担当役員が全社統合EMSの代表と環境委員会の委員長を兼務し、原則として年2回定期的にレビューを

実 施 し 、 環 境 委 員 会 で 行 わ れ た 議 論 な ど の 内 容 は 、 C S R 委 員 会 へ 報 告 さ れ ま す 。 ま た 、 重 要 な 問 題 は

経 営 会 議 お よ び 取 締 役 会 へ 附 議 ・ 報 告 を し て い ま す 。 全 体 の 進 捗 お よ び 取 り 組 み の 方 向 性 を 総 合 的 に

マ ネ ジ メ ン ト す べ く 、 活 発 に 環 境 保 全 活 動 を 推 進 し て い ま す 。

組 織 体 制
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※：グループ認証
ＳＵＢＡＲＵと※印の関連企業とは、ISO14001のグループ認証範囲において、相互内部監査を実施し構築状況を確認しています。 

ＳＵＢＡＲＵグループのEMS/EnMS構築状況

国 際 標 準 化 機 構 （ I S O ） が 1 9 8 7 年 に 発 効 さ せ た 国 際 統 一 規 格 と し て の 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 規 格 。 I S O 9 0 0 0 シ リ ー ズ
の う ち 、 I S O 9 0 0 1 （ 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 規 格 ） が 認 証 登 録 制 度 と な っ て い る 。 品 質 の 向 上 を 図 る た め に は
品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 組 み 込 み 、 体 系 的 に 品 質 管 理 を 進 め る こ と が 必 要 で あ る と の 考 え 方 に 基 づ く 。

※4

道 路 交 通 事 故 に よ る 死 亡 者 や 重 症 者 を 削 減 す る た め に 、 事 故 の リ ス ク 源 を 適 切 に 管 理 し 、 そ の リ ス ク を 効 果 的 ・
効率的に低減させることを求める、道路交通安全マネジメントシステムの国際規格。

※3

事 業 者 が エ ネ ル ギ ー 使 用 に 関 し て 、 方 針 ・ 目 的 ・ 目 標 を 設 定 、 計 画 を 立 て 、 手 順 を 決 め て 管 理 す る 活 動 を 体 系 的 に
実施できるようにした仕組みを確立する際に必要な要求事項を定め、すべての組織に適用できる世界標準の規格。

※2

環 境 省 が 策 定 し た 中 小 企 業 向 け の 環 境 保 全 活 動 推 進 プ ロ グ ラ ム 。 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い て 、 環 境 経 営 シ ス テ ム 、
環境への取り組み、環境報告の3つの要素に取り組む環境マネジメントシステム。

※1

ＳＵＢＡＲＵは、グループ全体の環境管理体制構築にも積極的に取り組み、環境マネジメントシステムを
事業所、お取引先様、国内外の連結生産会社、国内外のSUBARU販売特約店において構築し、外部認証を
取得しています。

ＳＵＢＡＲＵおよび国内連結生産・物流会社7社（うち5社※印はグループ認証で取得）、北米連結生産・
販売会社3社はISO14001認証を取得しています。2011年3月には、メーカー系自動車販売店では国内初と
なる全国内SUBARU販売特約店44社・全700拠点のエコアクション21 ※1の認証を取得し、環境省が推進
する「エコアクション21バリューチェーンモデル事業」を導入しました。また、ＳＵＢＡＲＵの北米生産
拠点であるSubaru of  Indiana Automotive,  Inc.（SIA）では、2012年5月にエネルギーマネジメント
システム（EnMS）の国際規格である「ISO50001※2」認証を米国内の自動車生産工場として初めて取得
しており、現在も積極的に活動を進めています。

さ ら に 、 株 式 会 社 ス バ ル ロ ジ ス テ ィ ク ス が 2 0 1 5 年 8 月 に 道 路 交 通 安 全 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 国 際 規 格
である「ISO39001 ※3」、2016年2月に品質マネジメントシステムの「ISO9001 ※4」を取得しました。

他にも、ＳＵＢＡＲＵグループとしてグローバルな事業活動を通じ、サプライチェーンにおけるグリーン調達、
統合環境マネジメントシステムの構築と環境負荷物資削減のためのグリーン調達をさらに推進していきます。

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 構 築 状 況
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気候変動

関連情報

ス コ ー プ 1 , 2 以 外 の 間 接 排 出 で 、 原 料 調 達 、 輸 送 、 商 品 使 用 、 廃 棄 過 程 の 他 、 従 業 員 の 通 勤 、 出 張 な ど に よ り 排 出
される温室効果ガス。

※3

他社から供給された電気・熱・蒸気の使用にともない間接的に排出する温室効果ガス。※2

企業の自社施設から直接排出される温室効果ガス。※1

温室効果ガスについては、企業に対してサプライチェーン全体の排出量を算出・開示することが社会的に
求 め ら れ て い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 環 境 省 の 「 環 境 情 報 開 示 基 盤 整 備 に 向 け た サ プ ラ イ チ ェ ー ン
温室効果ガス排出量算定支援」事業に参加し、株式会社NTTデータ経営研究所からスコープ3算定支援を
受けており、今後も排出量の把握、管理を進めていきます。スコープ1 ※1、スコープ2※2、スコープ3※3の
詳細パフォーマンスについては、気候変動のページをご参照ください。

スコープ3への対応

環境に配慮した調達

関連情報

一般社団法人持続性推進機構 エコアクション21などの事業者関連の取り組みと、サプライチェーンを活用した製品・サービス
関連の取り組みを統合し、持続可能な社会の構築に向けた新たな取り組みを自ら研究、企画し、これを実行していく組織。

※

国内SUBARU販売特約店は2011年3月にメーカー系自動車販売店として
初めて全特約店、全拠点で「エコアクション21」の認証を取得し、運用を
促 進 し て い ま す 。 そ の 実 績 が 認 め ら れ 、 2 0 1 6 年 1 1 月 に 環 境 省 よ り
さ ら な る 普 及 促 進 の た め の 「 バ リ ュ ー チ ェ ー ン モ デ ル 事 業 第 一 号 」 に
認定されました。今後はエコアクションの認証機構であるInstitute for  
P r o m o t i n g  S u s t a i n a b l e  S o c i e t i e s （ I P S u S ※ ） か ら 指 導 ・ 支 援 を
受けながら、「エコアクション21」をグループへ展開し、促進を図って
い き ま す 。 お 取 引 先 様 の エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 認 証 登 録 を 支 援 す る な ど 、
バリューチェーンで取り組んでいます。

エコアクション21 バリューチェーンモデル事業導入

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/040_procurement.html
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/050_climaticvariation.html
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International  Material  Data System

外部関連サイト

汚染の予防

関連情報

▲①調査依頼

環境負荷物質の把握・管理
③データをダウンロード

▲

②データ入力
▲

お取引先様ＳＵＢＡＲＵ

IMDSサーバー

IMDSを通じた環境負荷物質の管理システム

化 学 物 質 管 理※4

「 化 学 物 質 の 審 査 及 び 製 造 等 の 規 制 に 関 す る 法 律 」 （ 化 審 法 ） は 、 人 の 健 康 を 損 な う お そ れ ま た は 動 植 物 の 生 息 ・
生 育 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 化 学 物 質 に よ る 環 境 の 汚 染 を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 法 律 。

※3

廃自動車指令。2000年に発効されたヨーロッパ連合（EU）が定めたEUにおける使用済自動車の環境負荷を下げるための指令。
有害物質の使用禁止、使用済み自動車やその部品の再利用・リサイクルで廃棄物の削減を促進することを目的としている。

※2

欧 州 の 化 学 物 質 規 制 。 す べ て の 化 学 物 質 を 対 象 に 、 人 ・ 環 境 へ の リ ス ク に 応 じ た 管 理 ・ 制 限 を 求 め る も の 。※1

R E A C H 規 則 ※ 1、 E L V 指 令 ※ 2、 日 本 化 審 法 ※ 3な ど 、 様 々 な 化 学 物 質 が 規 制 さ れ 、 同 時 に 自 動 車 に は ど の
ような化学物質が使われているのか、情報開示や適切な管理が求められています。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 数 万 点 に お よ ぶ 自 動 車 の 構 成 部 品 の 一 つ 一 つ に つ い て 、 使 用 す る 化 学 物 質 の 成 分 や
使用量を把握するため、IMDS※4を使ったサプライチェーン管理の強化を進めています。

こ れ に よ り 、 禁 止 物 質 （ 鉛 、 水 銀 、 カ ド ミ ウ ム 、 六 価 ク ロ ム な ど ） の 未 使 用 管 理 や 新 た な 規 制 物 質 の
代替推進、またREACH規則などで要求される要管理物質の使用状況について、速やかに情報開示できる
管 理 体 制 を 構 築 し て い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 協 力 し て 環 境 負 荷 物 質 の 削 減 ・
管 理 を推進しています。

化学物質管理（IMDSの運用）

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/080_prevention.html
http://www.mdsystem.com/imdsnt/startpage/index.jsp
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再発防止処置

情報公開・届出

予防措置・展開 

恒久対策の実施・評価 

事故速報の発行と展開 

報告 

▲
初動緊急対応 

▲
最小化に努める

▲環境事故発生
または予見

環境関連事故発生時フロー

（1）ISO14001環境マネジメントシステムに基づく定期監査
（2）産業廃棄物適正処理のための委託先現地確認
（3）環境関連法規制および条例など遵守状況の確認・実施

実施している環境監査

ＳＵＢＡＲＵは、事業活動における環境リスク（環境事故・汚染・法令違反など）の定期的な抽出・把握と
マネジメント推進を図ることで、未然防止と最小化に努めています。

ま た 、 環 境 リ ス ク 発 見 時 の マ ネ ジ メ ン ト フ ロ ー な ど を 標 準 化 し 、 平 常 時 に 訓 練 す る こ と で 、 緊 急 対 策 や
再発防止対策を速やかに実施し、混乱による二次リスクが生じないように努めています。

環 境 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト
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構外・構内の事故ゼロを目標に取り組んでいます。構外事故はありませんでしたが、構内流出事故が6件
発生し、再発防止策を実施しました。

2018年度環境事故の発生状況

環 境 苦 情 ゼ ロ を 目 標 に 取 り 組 ん で い ま す 。 し か し な が ら 2 0 1 8 年 度 は 7 件 の 環 境 苦 情 を い た だ き 、 再 発
防止策を実施しました。

2018年度にいただいた環境苦情

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 環 境 関 連 法 の 各 規 制 値 よ り も 2 0 % 厳 し い 値 を 自 主 基 準 値 と し て 設 定 し 、 自 主 基 準 を
含 む 基 準 値 超 過 ゼ ロ を 目 標 に 取 り 組 ん で い ま す 。 2 0 1 8 年 度 の 法 基 準 値 超 過 は あ り ま せ ん で し た 。

2018年度環境関連法規制などの遵守状況

（年度）

15

10

5

0

（件）
各項目の年度合計構内事故構外事故苦情自主基準値超過法基準値超過

2014

2

00
1

0

3

2015

2

0

4

0
1

7

2016

３

0

5

2
1

11

2017

4

0

8

0
1

13

2018

7

0

7

1
0

15

ＳＵＢＡＲＵは、環境関連法規制などの遵守、苦情ゼロ、環境事故ゼロに取り組んでいます。過去5年間の
状況は以下のとおりです。

環境関連法規制などの遵守状況

環 境 コ ン プ ラ イ ア ン ス



101 ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2019

注）ＳＵＢＡＲＵの自動車製造、販売などに関わる主な環境負荷を記載しました。これとは別に、LCAやスコープ1,2,3の
算定を行っています。
対象範囲：東京事業所、群馬製作所
エ ネ ル ギ ー 使 用 量 、 C O 2排 出 量 ： 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 「 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 算 定 ・ 報 告 ・ 公 表
制 度 」 に従い算定
PRTR：国内PRTR法対象化学物質

PRTR取扱量
2,775t

トルエン、キシレンなど

水使用量
3,251千㎥

　上水道、工業用水、
地下水

原材料
59万ｔ

　鉄、アルミ、
プラスチックなど

エネルギー使用量
155千kℓ

　電気、天然ガスなど　

INPUT

使用済自動車
・引き取りと再資源化

▲

▲

お客様の使用
・エコドライブ支援

▲

▲

販売、修理
・EA21
・使用済バンパー、バッテリー
 タイヤなど回収とリサイクル

▲

▲

物流
・CO2削減
・梱包材削減

▲

▲

生産
・温暖化防止
・化学物質の管理
・廃棄物削減

▲

▲

研究開発
・燃費の向上
・排出ガスのクリーン化
・騒音の低減
・リサイクル設計
・クリーンエネルギー自動車
　

▲

▲

購買
・グリーン調達　

ＳＵＢＡＲＵの事業活動

PRTR排出量
795ｔ

トルエン、キシレンなど

廃棄物発生量   
11万ｔ
鉄くず、

廃プラスチックなど

CO 2排出量
300千ｔ-CO2

OUTPUT

・処理量 34,727kg
フロン類

・回収量 40.359kg
・再資源化率 94.4%

エアバッグ類

・回収量 26,753t
・再資源化率 97.6%

シュレッダーダスト（ASR）
使用済自動車

　

バンパー
・回収量 32,620本
・再生利用量 118t

リサイクル

自 動 車 に 関 わ る Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 環 境 負 荷 全 体 像

I S O 1 4 0 0 1 新 任 内 部 監 査 員 養 成
セ ミ ナ ー  

新入社員環境教育 

ＳＵＢＡＲＵは、環境問題への取り組みを企業の社会的責任として捉え、
従業員に対する様々な環境教育を各階層・各業務に応じて実施しています。
2 0 1 8 年 4 月 に は 、 新 入 社 員 5 6 6 人 に 対 し 、 「 新 入 社 員 環 境 教 育 」 を 実 施
しました。講師を務めた環境担当者が、地球環境問題やＳＵＢＡＲＵの
環 境 方 針 ・ 環 境 活 動 に つ い て 、 一 人 ひ と り が 取 り 組 む こ と の 重 要 性 に
関して事例を含めて説明しました。

また、ISO14001環境マネジメントシステムの内部監査体制および各職場の
環境保全活動の強化に向け、「ISO14001新任内部監査員養成セミナー」を
開催しました。このセミナーでは、2日間にわたり外部から講師を招き、
内部監査員としての知識を習得しました。

従 業 員 が 日 ご ろ か ら 環 境 問 題 や 環 境 効 率 を 十 分 に 意 識 し て 事 業 活 動 や
環境活動に取り組むことが重要であると考え、さらなる環境教育・啓発
を進めていきます。

環境教育
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【連結集計対象企業】
国内関連企業6社：輸送機工業（株）、富士機械（株）、（株）イチタン、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、
産業機器（株）

（単位：百万円）
2018年度の経済効果の集計結果

注：小数点以下第一位を四捨五入していますので、表記数字の合計が一部合わないところがあります。

（単位：百万円）
2018年度の環境コストおよび効果の集計結果

環境費用はＳＵＢＡＲＵグループで317億円となり40.9億円減少しました。
これは環境コストの中で、研究開発コストの減少（単独：41.6億円）が大きく影響したことによります。
連結環境経営指標の環境コスト/売上収益は1.03％となりました。

2018年度集計結果について

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 環 境 保 全 活 動 組 織 に 合 わ せ た 独 自 の ガ イ ド ラ イ ン を 策 定 し 、 こ れ に 基 づ き 環 境 コ ス ト を
算出・集計しています（グループ企業も同様に算出･集計しています）。

環境コストの考え方と算出方法

環 境 コ ス ト
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ＳＵＢＡＲＵらしい走りの愉しさに加え、環境にも配慮した水平対向エンジン＋電動技術の総称。 ※2
「Advance」グレードに搭載。※1

クロストレック ハイブリッド

一 方 、 電 動 車 の 商 品 ラ イ ン ア ッ プ 拡 充 も 計 画 的 に 進 め て い ま す 。
「フォレスター」※1には「SUBARU XV」で定評のある、水平対向エンジン
と 電 動 技 術 を 組 み 合 わ せ た 新 開 発 の パ ワ ー ユ ニ ッ ト 「 e - B O X E R 」 ※ 2を
搭 載 し ま し た 。 ま た 、 ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社 （ 以 下 、 ト ヨ タ ） の 持 つ
ハイブリッド車技術に関する知見を活用した、ＳＵＢＡＲＵオリジナルの
プ ラ グ イ ン ・ ハ イ ブ リ ッ ド 車 「 ク ロ ス ト レ ッ ク 　 ハ イ ブ リ ッ ド 」 を
2018年12月から米国で受注を開始しました。今後、2020年代にかけて、
こ れ ま で 培 っ て き た 電 動 技 術 と Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ ら し さ を 融 合 さ せ た
ハイブリッド車の拡大展開を図っていきます。

新開発2.5L直噴エンジン 

本格的な電動車時代の到来を前に、従来のガソリンエンジン車へのお客様
ニーズはいまだ高く、ハイブリッド車も電動技術とガソリンエンジンとの
組 み 合 わ せ で あ り 、 内 燃 機 関 の 進 化 は C O 2 排 出 量 削 減 に は 必 須 で す 。
2018年7月に発売された「フォレスター」には、空力性能を向上させた
ボディーに高圧縮比化、排気側へのAVCS（Active Valve Control System、
可 変 バ ル ブ タ イ ミ ン グ 機 構 ） 採 用 な ど に よ り 、 燃 焼 効 率 を 向 上 さ せ た
「新開発2.5L直噴エンジン」を搭載し、スモールSUVとしてクラストップ
レ ベ ル の 燃 費 性 能 を 実 現 し ま し た 。 2 0 1 9 年 秋 に 米 国 で 発 売 を 予 定 し て
い る 、 新 型 「 ア ウ ト バ ッ ク / レ ガ シ ィ 」 に も 同 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン が 搭 載
され、改良型CVT（Continuously Variable Transmission、無段変速機）
との組み合わせでさらなる燃費性能向上が図られています。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 地 球 温 暖 化 の 要 因 の 一 つ と 言 わ れ る C O 2の 排 出 量 を 削 減 す る た め に は 、 商 品 の 環 境 性 能
で あ る 燃 費 を い か に 向 上 さ せ る か が 重 要 で あ る と 考 え ま す 。 従 来 の ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 車 で の 燃 費 改 善 を
進める一方、電動車の車種の拡充、さらには年々厳しさを増す各国燃費規制を見据えたEV開発を推し進め、
CO 2排出量の削減に積極的に取り組みます。

新車CO2排出量削減への取り組み

世界的な気候変動の要因の一つと言われるCO2排出量削減に向けた継続的な取り組みは、自動車メーカーの
社会的責任であると考えます。ＳＵＢＡＲＵグループでは、2015年のパリ協定で採択された温度上昇を
2℃未満に抑える目標の達成に向け、商品の環境性能向上はもちろんのこと、クルマの原材料採掘、製造、
輸送、使用、廃棄というライフサイクル全般にわたり地球環境保護に取り組みます。

環 境 に 配 慮 し た ク ル マ へ の 考 え 方

環境：環境に配慮したクルマ
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ガソリン乗用車の低排出ガス車比率の推移

Worldwide harmonized Light vehicles Test  Procedure（乗用車等の国際調和排出ガス・燃費試験法）※

2018年度より、WLTP※を排ガス試験手順に取り入れた新排出ガス規制に対応し、国土交通省「2018年基準
排出ガス50%低減レベル」の認可を取得致しました。今後も順次、新排出ガス法規への適応を進めて参ります。

低排出ガス認定車の向上と普及

排 出 ガ ス の ク リ ー ン 化

ライフサイクルアセスメント

LCA：ライフサイクルアセスメント（Life Cycle Assessment）は製品やサービスに対するプロセスの総合的な環境性能を
評価する環境影響評価手法のこと。

※

ＳＵＢＡＲＵでは、自動車のLCA※全体（原材料採掘、製造、輸送、使用、廃棄の各段階）の環境負荷低減
活動を束ね、製品1台分の環境負荷を明確化して環境負荷低減を図っていくために、LCAを実施しています。

車種ごとのCO2に関するライフサイクルアセスメント（LCA）

ＳＵＢＡＲＵは、商品開発において「先進の技術で環境に貢献できる商品を開発、社会に提供」することで
地 球 環 境 保 護 へ の 貢 献 を 目 指 し て お り 、 引 き 続 き 実 用 性 と お 客 様 の 嗜 好 を 鑑 み つ つ 、 電 動 車 の 開 発 と
ラインアップの拡充を推進し、環境対応車の比率を順次向上し、市場ごとに充実させていく予定です。

共 同 開 発 す る E V 専 用 プ ラ ッ ト フ
ォーム（イメージ） 

そして、ＳＵＢＡＲＵはトヨタとのアライアンスを活用し、来る本格的
電動化時代への次なる布石を打ちました。2019年6月、中・大型乗用車
向けのEV専用プラットフォームおよびＣセグメントクラスのSUVモデル
の E V を ト ヨ タ と 共 同 で 開 発 す る こ と に 合 意 し た こ と を 公 表 し ま し た 。
トヨタが仲間づくりに取り組んでいる電動化技術とＳＵＢＡＲＵが長年
培 っ て き た A W D （ 全 輪 駆 動 ） 技 術 を 活 用 す る な ど 、 両 社 の 持 つ 技 術 の
強みを持ち寄ることで、EVならではの魅力ある商品づくりにチャレンジ
し、2020年代前半の発売を目指します。

https://www.subaru.co.jp/csr/environment/lca.html
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日本自動車工業会の車室内VOC（揮発性有機化合物）低減に対する自主取り組み

V O C （ 揮 発 性 有 機 化 合 物 ） と は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド や ト ル エ ン な ど の 常 温 で 揮 発 し や す い 有 機 化 合 物 。 人 の 鼻 や 喉
などへの刺激の原因とされる。

※2

自主目標：日本自動車工業会が発表した2007年度以降の新型乗用車（国内生産、国内販売）に対する「車室内のVOC
低減に対する自主取り組み」にて、厚生労働省が定めた13物質について、室内濃度を指針値以下にするというもの。

※1

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 人 の 鼻 、 喉 な ど へ の 刺 激 の 原 因 と さ れ る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン な ど の 揮 発 性
有機化合物を低減するために、車室内の部材や接着剤の見直しに取り組んでいます。

「 レ ガ シ ィ 」 「 レ ヴ ォ ー グ 」 「 イ ン プ レ ッ サ 」 「 フ ォ レ ス タ ー 」 「 S U B A R U  B R Z 」 は 、 厚 生 労 働 省 が
定めた指定13物質について、室内濃度指針値を下回るレベルに低減し、日本自動車工業会自主目標 ※1を
達成しています。今後もVOC ※2低減を進め、さらなる車室内環境の快適化に努めていきます。

車 室 内 V O C の 低 減

日本自動車工業会における環境負荷物質削減目標と実績

ＳＵＢＡＲＵでは自動車の環境負荷低減にも積極的に取り組んでいます。
開発車における一般社団法人日本自動車工業会の削減目標を達成すると共に、鉛・水銀のさらなる削減や、
臭素系難燃剤などの環境負荷物質の代替を進めています。

環 境 負 荷 物 質 の 低 減

http://www.jama.or.jp/eco/voc/index.html
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そして、来る本格的な電動化時代への布石として、ＳＵＢＡＲＵはトヨタとのアライアンスを活用し、2019
年6月、中・大型乗用車向けのEV専用プラットフォームおよびCセグメントクラスのSUVモデルのEVをトヨ
タと共同で開発することに合意したことを公表しました。トヨタが仲間づくりに取り組んでいる電動化技術
とＳＵＢＡＲＵが長年培ってきたAWD（全輪駆動）技術を活用するなど、両社の持つ技術の強みを持ち寄る
ことで、EVならではの魅力ある商品づくりにチャレンジし、2020年代前半の発売を目指します。

ＳＵＢＡＲＵらしい走りの愉しさに加え、環境にも配慮した水平対向エンジン＋電動技術の総称。※2
「Advance」グレードに搭載。※1

ＳＵＢＡＲＵは地球温暖化の要因の一つと言われるCO 2の排出量を削減するためには、商品の環境性能で
ある燃費をいかに向上させるかが重要であると考えます。従来のガソリンエンジン車での燃費改善を進め
る一方、電動車の車種の拡充、さらには年々厳しさを増す各国燃費規制を見据えたEV開発を推し進め、  
CO2排出量の削減に積極的に取り組みます。

ガソリンエンジン車での燃費改善として、2018年7月に発売された「フォレスター」には、空力性能を向
上させたボディに高圧縮比化、排気側へのAVCS（Active Valve Control System：可変バルブタイミング
機構）採用などにより、燃焼効率を向上させた「新開発2.5L直噴エンジン」を搭載し、スモールSUVとし
てクラストップレベルの燃費性能を実現しました。2019年秋に米国で発売を予定している、新型「アウト
バック/レガシィ」にも同ガソリンエンジンが搭載され、改良型CVT（Continuously  Variable  Trans -
mission：無段変速機）との組み合わせでさらなる燃費性能向上が図られています。

一方、電動車の車種の拡充として、「フォレスター」※1には「SUBARU XV」で定評のある、水平対向エ
ンジンと電動技術を組み合わせた新開発のパワーユニット「e-BOXER」※2を搭載しました。また、トヨタ
自動車株式会社（以下、トヨタ）の持つハイブリッド車技術に関する知見を活用して、ＳＵＢＡＲＵオリ
ジナルのプラグイン・ハイブリッド車「クロストレック　ハイブリッド」を2018年12月から米国で受注を
開始しました。今後、2020年代にかけて、これまで培ってきた電動技術とＳＵＢＡＲＵらしさを融合させ
たハイブリッド車の拡大展開を図っていきます。

「 大 地 と 空 と 自 然 が Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の フ ィ ー ル ド 」 と 謳 う Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ に と っ て 、 自 然 が も た ら す 恵 み は
欠かすことができません。
昨 今 、 頻 発 化 ・ 被 害 の 甚 大 化 が 激 し い 異 常 気 象 に 代 表 さ れ る 気 候 変 動 問 題 は 人 類 共 通 の 脅 威 で あ り 、
その原因と指摘されている「人々の生活から排出される温室効果ガス（以下、便宜的に「CO 2」と表現）
の削減」は、社会とＳＵＢＡＲＵの持続可能な成長を実現するため必要不可欠な取り組みと考えます。

この考えに基づきＳＵＢＡＲＵグループは、2015年のパリ協定で採択された、「世界的な平均気温上昇を
産業革命以前に比べて2℃未満に抑える」目標の達成に向け、商品の環境性能向上はもちろんのこと、クルマの
原材料採掘、製造、輸送、使用、廃棄というライフサイクル全般にわたり地球環境保護に取り組みます。

商品への取り組み

気候変動への考え方

総 括 ： 気 候 変 動 へ の 基 本 的 考 え 方 と 具 体 的 な 取 り 組 み

環境：気候変動
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仮に気候変動への対策を怠った場合（無対策の場合）、日本・北米をはじめとするＳＵＢＡＲＵの市場は
深 刻 な 影 響 を 受 け る こ と と な り 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 事 業 は 持 続 す る こ と が で き ま せ ん 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、
パリ協定の趣旨である「2℃を十分に下回る水準」を長期的なゴールと定め、様々な要素を踏まえつつ、
短中期的な達成シナリオを分析しています。
商品については、ＳＵＢＡＲＵが展開する市場の各国政府などが定める燃費規制を念頭に、IEAや関係政府
などが描く電動化シナリオ、市場の電動化の進捗や社会インフラの整備状況、お客様の実用に耐えうる技術、
適正な収益の確保、商品の上流・下流での低炭素化・脱炭素化の進捗などを総合的に勘案しつつ、様々な
シナリオを検討しています。
生 産 に つ い て は 、 日 本 の N D C （ N a t i o n a l l y  D e t e r m i n e d  C o n t r i b u t i o n ： 国 が 決 め た 貢 献 ） や 日 米 の
低炭素エネルギーの安定供給と調達価格、政府が推進する電源構成の進捗および炭素価格づけ（カーボン
プライシング）などを勘案しつつ、2030年度目標を立案しました。現在、省エネルギー活動を基本としつつ、
省エネルギー機器の導入や再生可能エネルギーの導入などを考慮した取り組み計画（環境アクションプラン）
の策定を進めています。

リスクと機会に関する考え方

背 景 ： 気 候 変 動 に 関 す る 主 な リ ス ク と 機 会

社会貢献 ＞ ＳＵＢＡＲＵの森活動

関連情報

ＳＵＢＡＲＵは地域の自然資本を保全するため、CO2の吸収源でもある森林の保全活動に注力しています。
具 体 的 に は 、 「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 森 」 活 動 を 展 開 し て お り 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 事 業 と 関 わ り の 深 い 群 馬 県 、
栃木県宇都宮市、北海道美深町をフィールドに、関係自治体と協定を結び、地域の森林保全に取り組んで
います。

地域との協働：「ＳＵＢＡＲＵの森」

「KPI：目指す方向」

関連情報

ＳＵＢＡＲＵが直接排出するCO 2（スコープ1および2）は、スコープ3も含めた全体から見ると僅かとも
言えます。しかし、ＳＵＢＡＲＵはバリューチェーン全体で地球環境保護にチャレンジすることを環境方針に
掲 げ て お り 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 自 ら が 率 先 し て 直 接 排 出 の C O 2削 減 に 取 り 組 む こ と は 、 オ ー ル Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ
としての活動をより充実させていくことに繋がるものと考えます。
そこで、私たちは直接排出するCO 2（スコープ1および2）を、2030年度までに総量ベースで2016年度比
30％削減する目標を設定しました。さらに、待ったなしの気候変動問題に少しでも貢献するため、計画の
一 部 を 前 倒 し で 取 り 組 み ま す 。 こ れ は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー な ど の 導 入 に よ り 、 2 0 2 0 年 度 ま で に 年 間
排出量の約3%に相当する、約2万t-CO 2の削減を目指すものです。

生産段階の取り組み

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/050_climaticvariation.html?id=a04
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/contribution/?id=a0201
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上記のリスク・機会に関しては、過去の事実や現在入手可能な情報に基づいたものであり、将来の経済の動向、ＳＵＢＡＲＵ
を取り巻く事業環境などの要因により、大きく異なるものとなる可能性があります。

※

商品の環境対応が適切に進み、かつ、世界規模で気候変動の適応・緩和も進んだ場合、ＳＵＢＡＲＵの
主 力 市 場 を 維 持 で き る ば か り か 、 一 定 規 模 で 発 生 を 避 け ら れ な い 世 界 各 地 の 異 常 気 象 に 対 し て も 、
ＳＵＢＡＲＵの強みである安心・安全な商品は一層の支持を得ることができ、新たな市場の創出など、
販売機会が拡大する可能性があります。
気候変動への期待に応えることで、ＳＵＢＡＲＵのブランド価値が上昇し、人材採用や販売に好影響を
与 え る 可 能 性 が あ り ま す 。 中 長 期 視 野 の 投 資 家 か ら の 資 金 調 達 が 容 易 と な り 、 資 本 コ ス ト の 低 減 に
つながる可能性があります。
費 用 対 効 果 に も 配 慮 し つ つ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ 移 行 す る こ と で 、 化 石 燃 料 由 来 の エ ネ ル ギ ー に 内 在
す る 価 格 変 動 リ ス ク か ら 解 放 さ れ 、 将来のコスト上昇を未然に防げる可能性があります。

①

②

③

【認識した主な機会】※

低 炭 素 化 ・ 脱 炭 素 化 へ の 取 り 組 み が 不 十 分 な 場 合 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ ブ ラ ン ド 価 値 が 毀 損 し 、 人 材 採 用 や
販 売 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ り ま す 。 ま た 、 中 期 ・ 長 期 的 な 視 野 の 投 資 家 な ど か ら の 資 金 調 達 が
困難となり、資本コストが上昇する可能性があります。
現在のパリ協定の各国目標は2℃未満の目標達成には不十分と言われており、各国がより厳格な目標へ
見直した場合には、ＳＵＢＡＲＵのビジネスに重大な影響を与える可能性があります。

①

②

事業運営全般について

化 石 燃 料 由 来 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 し 続 け た 場 合 、 石 油 な ど の 地 政 学 的 な 要 因 に よ る も の の 他 、 政 府 の
炭素税や排出枠規制などの対象となり、コストが上昇する可能性があります。
中 長 期 的 な 視 野 で は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー が 主 力 に な る と 考 え ま す 。 た だ し 、 現 時 点 で は コ ス ト や
安定供給の面で課題があり、費用対効果にも配慮する必要があります。

①

②

生産段階について

日本、米国、欧州、中国の燃費規制に合致しない場合、法令違反に基づく罰金・過料やクレジット購入
など、負のインセンティブが生じ、ＳＵＢＡＲＵは追加の費用や損失を被る可能性があります。また、
一定の燃費水準を満たさない場合には、商品の販売機会が制限される可能性があります。
顧 客 ニ ー ズ を 満 た さ な い 段 階 で の 急 激 な 電 動 化 は 、 ニ ー ズ に 合 致 し な い 開 発 費 の 発 生 や 顧 客 満 足 度 の
低 下 を 引 き 起 こ し 、 不 測 の 損 失 や 販 売 機 会 の 減 退 に つ な が る だ け で な く 、 商 品 の 電 動 化 の 進 行 が 滞 る
可能性があります。
電動化は、調達・使用・廃棄にいたるすべての過程で、収益性を確保しつつ低炭素化、脱炭素化を行う
ことが重要であり、ＳＵＢＡＲＵ商品の上流・下流を巻き込んだ全体での取り組みが進まない場合には、
商品のライフサイクル全体でその目的を達成できない可能性があります。
中長期的な視野では電動化は着実に進むものと考えており、ある段階で一気に市場への浸透が進む可能性
があります。その時点で、適切な技術と商品を備えていない場合には、商品の販売機会に重要な影響を
与える可能性があります。

①

②

③

④

商品について

【認識した主なリスク】※
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☆国内関連企業部会構成会社

※グループ認証 

・Subaru of Indiana Automotive, Inc. (SIA)
・Subaru of America, Inc. (SOA)
・Subaru Canada, Inc. (SCI)
・Subaru Research & Development, Inc. (SRD)

海外連結会社4社

国内SUBARU販 売特約店全4 4 社

※富士機械株式会社
※桐生工業株式会社
※輸送機工業株式会社
※株式会社スバルロジスティクス
※エフ・エー・エス株式会社
株式会社イチタン
富士重工ハウス株式会社

☆
☆
☆
☆

☆

国内連結生産・物流関連7社

本
社

宇
都
宮
製
作
所

東
京
事
業
所

群
馬
製
作
所

ＳＵＢＡＲＵ
全社統合EMS

販売・サービス部会

物流部会

販売・サービス／物流環境小委員会

連携

（一部 除く）

一体
運用

運用
支援

国内関連企業環境小委員会

公害防止部会

地球温暖化防止部会

ゼロエミッション部会

生産環境小委員会

 環境委員会
（委員長：サステナビリティ推進部担当

　　取締役専務執行役員）

CSR委員会
（委員長：代表取締役社長 ）

経営会議
（主宰：議長　代表取締役社長）

取締役会

気候変動関連のガバナンス体制

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 社 会 と Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 持 続 的 成 長 、 お よ び 地 球 環 境 の 保 全 に 貢 献 す る こ と を 目 的 と し
た 「 環 境 委 員 会 」 を 設 け 、 将 来 の 社 会 が 要 求 す る 環 境 水 準 と 合 致 す る 大 局 的 か つ 中 長 期 的 な 方 策 （ 目 標
など）を議論すると共に、それらの進捗を評価しています。
環境委員長は、サステナビリティ推進部担当取締役専務執行役員が務めます。
環 境 委 員 会 で 行 わ れ た 議 論 な ど の 内 容 は 、 C S R 委 員 会 へ 報 告 さ れ ま す 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 経 営 会 議
および取締役会へ附議・報告される体制を整備・運用しています。

体 制 ： 気 候 変 動 関 連 の ガ バ ナ ン ス 体 制



SUBARU ACCESSORY 
CENTERなど
（330t-CO2削減見込み）

東京事業所
（4,000t-CO2削減見込み）

群馬製作所 本工場
（6,200t-CO2削減見込み）

本社および
総合研修センター
（1,000t-CO2削減見込み）

群馬製作所 大泉工場
（2,600t-CO2削減見込み）

宇都宮製作所（南・南第2）
（5,400t-CO2削減見込み）

証書の活用

再エネ電気の
購入

再エネ設備の
導入

太陽光発電設備の導入 水力発電由来の電力の導入
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2万t-CO 2削減に向けたＳＵＢＡＲＵの主な取り組み

＜2020年度までにCO 2を削減するための主な取り組み＞

ＳＵＢＡＲＵは直接排出（スコープ1,2）のCO 2を2030年度までに総量ベースで2016年度比30％削減を
目指します。
そ の 一 環 と し て 、 ま ず は 2 0 2 0 年 度 ま で に 年 間 総 排 出 量 の 約 3 % に あ た る 、 約 2 万 t - C O 2削 減 を 目 指 し 、
取り組みを進めています。

K P I ： 目 指 す 方 向
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＜排出係数の変更＞
本 年 度 よ り 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の C O 2排 出 量 を 、 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 法 の 調 整 前 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 か ら 調 整 後 温 室 効 果 ガ ス
排出量に変更しています。この影響については、2014年度に遡って変更後の方法で修正再表示を行っています。

Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、Subaru of Canada, Inc.、
Subaru Research & Development,  Inc.

海外グループ会社：

輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、
産業機器（株）、SUBARU販売特約店

国内グループ会社：
（株）ＳＵＢＡＲＵ対象範囲：

（年度）

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

（t-CO2） ＳＵＢＡＲＵ国内グループ会社海外グループ会社

2018

678,839

2017

687,468

2016

668,667

2015

623,786

2014

612,044

CO2排出量

C O 2 排 出 量 （ ス コ ー プ 1 、 ス コ ー プ 2 ）

温室効果
ガス排出量
2,775
万t-CO2

サプライチェーンの
上流・下流からの排出

自社の間接排出

自社の直接排出

スコープ3

98％

スコープ2

１％

スコープ１

１％

CO 2排出量（スコープ3）
CO 2排出量（スコープ1、スコープ2）

2 0 1 8 年 度 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量
（スコープ1,2,3）は2,775万ｔ-CO 2でした。
ＳＵＢＡＲＵは、環境省の「環境情報開示基盤整備に向けた
サ プ ラ イ チ ェ ー ン 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 算 定 支 援 」 事 業 に
参加し、株式会社NTTデータ経営研究所からスコープ3算定
支援を受けました。今後も、排出量の把握、管理を進めて
いきます。

実 績

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/050_climaticvariation.html?id=a05
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/050_climaticvariation.html?id=a06
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2013年度に環境省の「環境情報開示基盤整備に向けたサプライチェーン温室効果ガス排出量算定支援」事業に参加し、
株式会社NTTデータ経営研究所の支援を受けた算定方法で算出。

※

スコープ3※詳細

C O 2 排 出 量 （ ス コ ー プ 3 ）
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冷却塔

▲▲

▲

コンプレッサ

温水ボイラ
　立上時、

バックアップ時のみ

熱回収ヒートポンプ

▲▲

▲

▲

▲

熱回収ターボ冷凍機

冷水

余った熱を排熱
（大気放熱）

余った熱を排熱
（大気放熱）

温水

温水

温水

圧縮空気

▲

INVターボ冷凍機 ▲

▲

▲

▲

▲

冷却塔

▲
冷水

▲

今回採用したシステム
（イメージ）

圧縮空気

▲

コンプレッサ

▲

冷却塔

▲
排熱（大気放熱）

（蒸気配管からの放熱ロス大）

▲蒸気

蒸気ボイラ

▲

ターボ冷凍機

▲

冷却塔

▲
排熱（大気放熱）

個別熱源等システム
（イメージ）

圧縮
空気

温熱

冷熱

自動車の塗装工程では「温める」「冷やす」を繰り返す必要があり、大量のエネルギーを必要とします。
そ こ で 群 馬 製 作 所 矢 島 工 場 で は 、 ヒ ー ト ポ ン プ を 中 心 と し た 高 効 率 の 熱 源 シ ス テ ム を 2 0 1 8 年 に 新 た に
導入し、従来技術（個別熱源システム）に比べて、温冷熱を効率良く作り出しています。
これにより、2018年度はCO 2排出量を2,221t-CO 2削減（2017年度比▲39%）しました。

最新の省エネ設備を導入

省エネルギーの取り組み

第6次環境ボランタリープラン

関連情報

ＳＵＢＡＲＵは、エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づき、中期目標（第6次環境ボランタリー
プ ラ ン ） を 掲 げ 、 照 明 機 器 を は じ め と し た 設 備 ・ 装 置 を 省 エ ネ ル ギ ー 機 器 へ 交 換 を 実 施 し 、 定 量 的 な
CO 2削減に取り組んでいます。

生 産 に お け る 取 り 組 み

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/020_manegement.html?id=a0101
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一部作業工程の見直しを行い、工程中の圧縮エアナイフ工程を廃止した
結果、消費電力を約354,794kWh削減しました。

2.

最新型のエアコンプレッサーとドライヤー設備に交換し、消費電力を
約707,069kWh削減しました。

1.

Subaru of Indiana Automotive,  Inc.（海外における取り組み）

▲
給水

貫流ボイラ

▲

空気圧縮機

生産利用

▲

暖房利用

▲

冷水利用

▲

蒸気吸収式

▲

第3P冷水利用

▲

蒸気ヘッダー

▲

▲

▲

▲

温水吸収式

新設GE

既存GE

稼働開始から3カ月間で旧型稼働時と比較してCO 2排出量を1,532t-CO 2削減しました。

群 馬 製作所にて最初に導入したコジェネレーション設備が稼働開始より15年を迎えたため、老朽設備の
更新を実施しました。
（2019年2月より稼働開始）
更 新 に あ た り 、 直 近 の 使 用 エ ネ ル ギ ー 構 成 を 考 慮 し 、 よ り 一 層 省 エ ネ ル ギ ー に 寄 与 す る 仕 様 で の 機 種 を
選定しました。

コジェネレーション設備の更新
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貨物輸送をトラック輸送から環境負荷の小さな鉄道輸送や船舶輸送に切り替え
ること。

※2

自動車の走行時間や走行速度などの運行記録を自動的に記録し、メモリーカード
などに保存するシステム。業務として自動車を運行する業種における運行管理
システムとして導入が進められつつある。急加速・急減速、アイドリングの無駄、
危険運転などを明確に「見える化」することができるため、安全運転意識の向上、
燃料使用量の削減を図ることができる。

※1

完 成 車 の 輸 送 に お け る 最 適 な 標 準 ル ー ト を 設 定 し 、 輸 送 す る 完 成 車 の
車種構成の変化、大型化へ柔軟に対応すると共に、積載効率向上、省エネ
に 寄 与 す る デ ジ タ ル タ コ グ ラ フ ※ 1導 入 ､ モ ー ダ ル シ フ ト ※ 2の 推 進 な ど 、
輸送の効率化を進めることで環境負荷低減に努めています。

完成車の輸送ルートの集約化および平準化により、2018年度のSUBARU車
1台あたりの輸送時CO2排出量は、2006年度比毎年1％減の目標に対し5.8%減
と な り ま し た 。 今 後 も さ ら な る 削 減 に 向 け て 取 り 組んでいきます。

完成車の輸送における取り組み

SIA 販売店お取引先様（米国）

お取引先様（米国以外）

海外

スバルロジスティクス

部品センター

群馬製作所 SUBARU販売特約店お取引先様

日本

輸出入部品

補修部品

完成車生産部品

完成車

KD部品

KD部品

補修部品

生産部品

生産部品

管理すべき範囲

▲

現状把握範囲

▲

▲ ▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲
▲

▲

港港

ＳＵＢＡＲＵは、第6次環境ボランタリープランに基づき、グループ全体で物流会社､販売会社と協働する
ことで､完成車や輸出部品などの輸送効率化を推進し､CO 2排出量の削減に取り組んでいます。

ＳＵＢＡＲＵにおける環境負荷の低減

物 流 に お け る 取 り 組 み
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米国SUBARU生産拠点であるSubaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）では、同社の部品輸送を担当
するVenture Logistics（以下、Venture社）と連携し、天然ガス車両の導入を進めています。
圧 縮 天 然 ガ ス （ C N G ） は 、 デ ィ ー ゼ ル 燃 料 に 比 べ て 環 境 負 荷 が 低 い う え 、 コ ス ト 効 率 ・ 信 頼 性 の 面 で も
優 れ て い ま す が 、 天 然 ガ ス を 供 給 す る ス タ ン ド が 近 隣 に な い こ と が 課 題 で し た 。 S I A で は V e n t u r e 社 に
対してCNGトラックの導入費用として2014年に100万ドル超を融資すると共に、SIAの所有地に天然ガス
スタンドを設置し、導入の促進を図りました。その結果、天然ガストラックの導入により、CO2排出量は
1日あたり1,097トンを削減（導入前比85%の排出量に相当）。燃料費についても、ディーゼル燃料使用時
に比べ、累計389,136ドルの削減となりました。

輸送車両における取り組み

海 上 コ ン テ ナ 物 流 の 陸 上 部 分 の 輸 送 体 系 を 見 直 し 、 荷 主 の 物 流 コ ス ト の 低 減 や 物 流 の 効 率 化 を 図 る た め 、 内 陸 部
（ イ ン ラ ン ド ） に あ る コ ン テ ナ 貨 物 の 集 貨 拠 点 。

※2

輸入に用いた後の空の海上コンテナを港に戻さず輸出に転用するもので、輸入者から輸出者に直接輸送し、港からの
空コンテナ輸送を削減する。

※1

ま た ､ 2 0 1 7 年 7 月 よ り ラ ウ ン ド ユ ー ス の 取 り 組 み を 導 入 し 、 2 0 1 8 年 度 の C O 2排 出 量 は 、 前 年 度 に 対 し ､
600トンの削減となりました。
今 後 も コ ン テ ナ 充 填 率 の 改 善 や 輸 送 ル ー ト の 効 率 化 に 取 り 組 み 、 さ ら な る C O 2 削 減 に 向 け て 積 極 的 に
取り組んでいきます。

輸出部品の輸送における最適なコンテナへの充填率の設定、ラウンドユース導入 ※1、インランドコンテナ
デポ ※2活用など、輸送の効率化を進めることで環境負荷低減に努めています。

S U B A R U 車 の 海 外 生 産 用 の 部 品 の 梱 包 ・ 輸 送 を 行 っ て い る 株 式 会 社 ス バ ル ロ ジ ス テ ィ ク ス で は 、 梱 包 の
ス リ ム 化 や 梱 包 資 材 の 軽 量 化 な ど の 荷 姿 改 善 に よ り 、 コ ン テ ナ 内 の 無 駄 な ス ペ ー ス を 削 減 す る コ ン テ ナ
充 填 率 改 善 に 継 続 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。 2 0 1 8 年 度 の 充 填 率 は ､ 米 国 で 生 産 さ れ る 「 ア セ ン ト 」 の 梱 包
仕様が大型化となり､前年度に対し9.4%減の78.9%となりました。

輸出部品における取り組み
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本社エビススバルビル・スバル総合研修センターでは、消費する電力および熱を対象にグリーン電力証書
・グリーン熱証書の制度を活用してCO 2排出ゼロのオフィスを目指しています。
活用初年度である2018年度は、約1,000t-CO 2削減しました。

オ フ ィ ス に お け る 取 り 組 み

工場屋根への断熱シート張り付け

工場における地球温暖化対策として、一部の工場の屋根に、断熱塗料を
塗布する他、断熱シートを張り、太陽光による輻射熱を抑制することで、
工場内の気温上昇を抑える対策を展開しています。
2 0 1 8 年 度 は 、 宇 都 宮 製 作 所 、 S U B A R U  A C C E S S O R Y  C E N T E R な ど に
実施しました。
ま た 、 関 連 企 業 含 め 一 部 先 行 し て 照 明 の L E D 化 を 展 開 し 、 約 5 , 0 0 0 台 を
蛍 光 灯 な ど か ら L E D へ 交 換 し ま し た 。 そ れ に と も な い 、 C O 2 を 年 間
約 6 6 0 t - C O 2 削減しました。

工 場 に お け る 取 り 組 み

SUBARU販売特約店では、温室効果ガスの排出量削減のため、老朽設備更新のタイミングで、照明のLED化
と空調機の高効率タイプへの切り替えを順次行っています。

グリーン証書の活用

国内販売特約店における省エネルギーの取り組み

販 売 に お け る 取 り 組 み
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L E E D 認 証 ： L E E D （ L e a d e r s h i p  i n  E n e r g y  &  E n v i r o n m e n t a l  D e s i g n ） は 、
米 国 グ リ ー ン ビ ル デ ィ ン グ 協 会 （ U S G B C ： U S  G r e e n  B u i l d i n g  C o u n c i l ） が
開 発 ・ 運 営 す る 、 環 境 に 配 慮 し た 建 物 に 与 え ら れ る 認 証 制 度 。 建 築 全 体 の 企 画 ・
設 計 か ら 建 築 施 工 、 運 営 、 メ ン テ ナ ン ス に お け る 省 エ ネ ル ギ ー や 環 境 負 荷 を 評 価
す る こ と に よ り 、 建 物 の 環 境 性 能 を 客 観 的 に 示 す こ と が で き る こ と か ら 、 米 国 を
中心にLEED認証の取得が拡大している。

※

環境への影響を配慮したSOA新本社
ビルとトレーニングセンター

2018年4月にニュージャージー州カムデンに竣工したSubaru of America, 
Inc.（SOA）の新本社ビルとトレーニングセンターは、環境への影響を
配 慮 し た 建 物 に 与 え ら れ る L E E D 認 証 の 取 得 を 目 指 し て 設 計 し た 建 物
です。2018年10月に、新本社ビルがLEED認証のなかでも標準認証より
レベルの高いシルバー認証を取得しました。現在トレーニングセンターに
ついても認証取得申請中です。
LEED認証は、コストや利用資源の削減と共に、人々の健康に良い影響を
与えることに配慮し、また再生可能なクリーンエネルギーの導入・利用
を促進することで、地球環境の保全に寄与することを目指すものです。
S O A は L E E D 認 証 取 得 の た め に プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ て 取 り 組 ん で き
ました。このプロジェクトが、2019年3月、米国グリーンビルディング
協 議 会 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 支 部 か ら 、 2 0 1 9 年 の 革 新 的 な グ リ ー ン プ ロ
ジェクトの一つとして表彰されました。

LEED認証 ※取得を目指した取り組み（Subaru of America,  Inc.）

バルコニーの庇効果による日射遮蔽

2016年4月に竣工した群馬製作所にある西本館は、環境負荷低減のための
様々な環境技術を採用しています。太陽光パネルで20kWの発電を行って
います。また、高効率LED照明には、個別アドレス式制御、撮像式人感
センサーを組み合わせた新世代照明システムを採用。空調機には、高効率
空冷ヒートポンプチラーを導入しました。

この他にも、遮熱・断熱効果の高い窓ガラスLow-E複層ガラスや、換気塔
か ら 取 り 入 れ た 外 気 を 、 地 下 免 震 層 を 経 由 さ せ て 予 冷 ・ 予 熱 を 行 っ て
各階に取り入れるクールヒートトレンチを採用。建物設計上でも、日射
遮蔽効果と憩いの空間を創出するバルコニーを設けるなど、機械のみに
頼らず省エネルギーと快適な職場環境の両方に寄与するいくつもの工夫を
施しています。

環境負荷低減のための環境技術を利用（群馬製作所）

環境先進ビルの導入
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※自動車メーカーに部品を供給する二次請けの企業。

ＳＵＢＡＲＵは気候変動について、サプライヤーやお客様、業界団体などと協働することにより、対応を
図っています。
サ プ ラ イ ヤ ー の 選 定 や 管 理 メ カ ニ ズ ム に 、 気 候 関 連 問 題 を 含 め た 気 候 変 動 K P I （ 重 要 業 績 指 標 ） を 盛 り
込 ん だ 行 動 規 範 を 定 め 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 時 に 共 有 お よ び 徹 底 を 図 っ て い ま す 。 ま た サ プ ラ イ ヤ ー が
自主的にISO14001を取得したことで、環境関連の事故・不具合などが減少しました。Tier2のお取引先様※

が希望すれば、エコアクション21の認証取得を支援する独自の仕組みも構築し、運用しています。

国 内 の 販 売 特 約 店 約 7 0 0 社 の す べ て が エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 の 認 証 を 取 得 し て お り 、 定 期 的 な 環 境 監 査 を
受 け る こ と で 環 境 対 応 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス の 維 持 が 担 保 さ れ て い ま す 。 ま た Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ が
独 自 の 環 境 報 告 デ ー タ シ ス テ ム で つ な が っ て お り 、 環 境 デ ー タ （ エ ネ ル ギ ー 、 C O 2、 廃 棄 物 、 水 な ど の
使 用 量 ） が 逐 次 把 握 で き る 仕 組 み と な っ て い る た め 、 万 が 一 環 境 関 連 の ト ラ ブ ル が 発 生 し た 場 合 で も 、
適時対応が可能です。

また、連結子会社でない国内の販売特約店15社とGHG（温室効果ガス）排出量管理システムを共有して
います。エコアクション21説明会を開催し、エコアクション21のデータ集計システムを共有することで、
G H G 削 減 方 法 や 有 効 性 に 関 し て 意 見 交 換 を 行 い 、 お 客 様 へ 気 候 変 動 に 関 す る 影 響 を 周 知 す る エ ン ゲ ー ジ
メントキャンペーンを実施しています。

業界団体である一般社団法人日本自動車工業会（JAMA）の気候変動対策に関する委員会に、メンバーと
し て 参 加 し て い ま す 。 ま た 代 表 取 締 役 社 長 お よ び 取 締 役 専 務 執 行 役 員 は 、 J A M A 役 員 と し て 機 関 決 定 に
参加し、JAMAの決定はＳＵＢＡＲＵの中期経営ビジョン「STEP」に反映されています。

外 部 と の 協 働
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CO 2排出量（スコープ3）

環境負荷全体像

関連情報

（株）ＳＵＢＡＲＵは省エネ法の届出に基づいて算定しています。

Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、Subaru of Canada, Inc.、
Subaru Research & Development, Inc. 

海外グループ会社：

輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、
産業機器（株）、SUBARU販売特約店

国内グループ会社：
（株）ＳＵＢＡＲＵ対象範囲：

（年度）
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2018年度のエネルギー使用量は前年度に対し、6,691㎘増加しました。
今後、最新の省エネ設備や再生可能エネルギーの導入により、エネルギー削減を目指します。

エ ネ ル ギ ー 使 用 量

エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 照 明 機 器 を は じ め と す る 設 備 ・ 装 置 の 交 換 や 再 生
可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 な ど を 通 じ て 、 省 エ ネ ル ギ ー に 取 り 組 ん で い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 全 社 に お い て 、
建 物 の 照 明 機 器 を 、 2 0 2 5 年 度 を 目 処 に L E D な ど の 高 効 率 照 明 に 切 り 替 え 、 省 エ ネ ・ C O 2削 減 に 向 け 取 り
組んでいます。照明機器交換によって、年間約1,388,052kWhの電力削減ができました。

エ ネ ル ギ ー に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/020_manegement.html?id=a07
https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/050_climaticvariation.html?id=a06
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ＳＵＢＡＲＵグループが2018年度に再生可能エネルギーにより発電した電力は8,940MWh、消費電力は
8,131MWhでした。

フローレンスの部品センター
兼トレーニングセンター

1MWの太陽光発電設備 

2013年6月にオープンした、Subaru of America, Inc.
のニュージャージー州フローレンスの部品センター
兼 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー は 、 1 M W の 発 電 能 力 を
持 つ 太 陽 光 発 電 設 備 を 屋 上 に 設 置 す る と 共 に 、
従 来 に 比 べ 消 費 電 力 が 約 半 分 の 新 型 サ ー バ ー を
導入しています。
ま た 、 2 0 1 7 年 度 に は 照 明 器 具 を L E D 電 球 に 切 り
替え、全体の電力消費量を13.13％削減しました。

環境に配慮した部品センター兼トレーニングセンターの開設

戸 建 住 宅 1 0 0 軒 分 相 当 の 太 陽 光
発 電設備

東京事業所では太陽光発電設備を事務本館屋上に10kW 2基を2009年12月と
2014年3月に、5kWを2014年1月に、守衛所に2kW 1基を2014年3月に、
特別高圧変電所に2.7kWを2016年に導入し、年間33,809.7kWhを発電し、
東京事業所の電力の一部として有効活用しています。

また、2014年度には群馬県桐生市に定格出力420kW（戸建住宅100軒分
相当）の太陽光発電設備を導入し、年間427,706kWhを発電し売電する
事業を開始しました。

富士機械株式会社大泉工場 スバル研究実験センター

2017年度からスバル研究実験センター建屋および
富士機械株式会社 大泉工場に、太陽光発電設備を
導入しました。太陽光発電などの再生可能エネルギー
の活用は、CO2を排出しないエネルギー源として、
ま す ま す 重 要 な 選 択 肢 と な っ て い ま す 。 ま た 、
エネルギー源多様化による安定供給の確保として
も有効的です。群馬製作所大泉工場では、国内最大級
（約5,000MWh/年）の太陽光発電設備を導入し、
年間約2,600t-CO2のCO2削減を目指し2019年度に
計画しています。
加えて、SUBARU ACCESSORY CENTER、関東
納整センターへも順次拡大し導入する計画です。

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入
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「 と ち ぎ ふ る さ と 電 気 」 と は 発 電 時 に C O 2 を 排 出 し な い 栃 木 県 内 8 カ 所 の 県 営 水 力 発 電 所 で 発 電 し た 電 力 を 使 用 す る
た め 、 電 力 使 用 に と も な う C O 2排 出 量 を ゼ ロ に す る こ と が で き る 、 栃 木 県 企 業 局 と 東 京 電 力 エ ナ ジ ー パ ー ト ナ ー 株 式
会 社 が 提 供 す る メ ニ ュ ー で す 。

※

航空宇宙カンパニー宇都宮製作所（栃木県宇都宮市）の南工場および南第2工場において、栃木県が保有
する水力発電所を電源とした、全国初の地産消費型の電気メニュー「とちぎふるさと電気」※を2018年4月
より導入しています。
本メニューの導入により、SUBARU航空宇宙カンパニー宇都宮製作所の年間総CO2排出量の約15%に相当
す る 、 約 5 , 4 0 0 t の C O 2削 減 を 見 込 ん で い ま す 。 ま た 、 本 メ ニ ュ ー を 通 じ て Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ が 支 出 す る 電 気
料金の一部は、栃木県内の環境保全事業などに活用される予定です。

地産地消型の電気メニュー「とちぎふるさと電気」

東 京 事 業 所 で は 、 一 部 の 研 究 施 設 に お い て 冷 却 用 循 環 水 を 利 用 し た
エネルギー回収システムとして、循環水マイクロ水車発電（2.9kW）を
2014年1月に設置導入し、年間約13,000kWh（一般家庭約3世帯分相当）を
発電しています。これは、施設内の循環水配管に発電機と一体になった
水車を取りつけ、水の落差で回転させて発電するものです。この発電で
作り出した電力は、循環水ポンプに使用しています。

循環水マイクロ水車発電の設備導入

C O 2 排 出 ゼ ロ の 水 力 発 電 由 来 の 電 力 の み を 販 売 す る 料 金 プ ラ ン で あ る 「 ア ク ア プ レ ミ ア ム 」 を 、 群 馬
製 作 所 本 工 場 お よ び 東 京 事 業 所 で 購 入 す る 電 力 の 一 部 に 導 入 し ま す 。 こ れ に よ り 、 当 社 は 約 1 万 t - C O 2

（年間発電量：21GWh相当）の削減を見込みます。

CO2排出ゼロの水力発電由来の電力「アクアプレミアム」の導入
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⑤溶解④切削屑

⑥再び材料から製品へ

③エンジン
　ブロックシリンダー加工

②ダイカスト鋳造①アルミインゴット

123 ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2019

生産時に発生した廃棄物、スクラップや、回収した自社の使用済み製品を、同じ品質の部品の材料として再生し、再び
同種製品に採用する手法のこと。

※

＜アルミニウム再利用＞

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 ク ル マ の 材 料 に 占 め る 割 合 の 高 い 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど 新 た に 投 入
す る 材 料 に 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の ク ル マ を 生 産 時 に 発 生 し た 端 材 や 、 ス ク ラ ッ プ 、 回 収 し た 使 用 済 み 製 品 な
ど を 再 使 用 す る こ と で 、 天 然 資 源 消 費 量 の 削 減 、 環 境 負 荷 物 質 の 低 減 、 廃 棄 物 の 削 減 と な る ク ロ ー ズ ド
・ループ・リサイクル ※に取り組んでいます。

原 材 料 の リ サ イ ク ル

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ に と っ て 、 循 環 型 社 会 （ モ ノ の 循 環 お よ び 循 環 を ベ ー ス と し て 成 立 す る 事 業 活 動
からの資源効率化）の構築は、製造業を営む企業として深く関わりのある重要なテーマと捉えています。

自動車の開発・調達・製造・輸送・廃棄という製品のライフサイクルのなかで、可能な限り早く、短くし循環
させること、国内外生産工場の埋め立てゼロを継続すると共に、今後は事業活動のなかで一次元高い、統合的な
取り組みでの3R（リデュース・リユース・リサイクル）を目標に循環型社会の構築を図っていきます。

具 体 的 に は 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 「 環 境 ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ン 」 の 1 テ ー マ に 「 資 源 循 環 」 を 掲 げ 、 そ れ に
基づいた取り組み計画を着実に実行していきます。

資 源 循 環 の 考 え 方

環境：資源循環
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梱包資材の再利用

関連情報

バーゼル条約2付属文書Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳに定められた有害廃棄物の輸出入はしていません。

※売却金属くずを含みます。

Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、 Subaru Canada, Inc.、
Subaru Research & Development, Inc.

海外グループ会社：

輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、
産業機器（株）

国内グループ会社：

ＳＵＢＡＲＵ：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場対象範囲：
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排出量

2018年度の廃棄物排出量は前年に対し、5,188トン減少しました。
主な原因は自動車生産台数の減少によるものですが、廃棄物は貴重な資源として捉え、回収し極力再利用化や
適切な廃棄物処理を行い、埋め立てゼロを継続しています。

廃 棄 物

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/060_recyclingsociety.html?id=a065
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解体されたクルマは破砕されます。
シュレッダーダストはリサイクルされます。

■▶
エアバッグ類は取り外して

安全に処理しリサイクルされます。

その他部品は適正処理
（リユース・リサイクル）されます。

■▶
フロン類は回収し

適正処理し無害化されます。

■▶

使わなくなったクルマは
 引取業者※に引き渡します。

※自治体に登録された
新車・中古車販売店、整備事業者など

■▶■▶

ユーザーはクルマを買うとき
リサイクル料金などを支払います。

自動車リサイクルの流れ

自動車リサイクル法について

関連情報

ART（Automobile shredder residue Recycling promotion Team）とは、自動車破砕残さリサイクル促進チームのこと。
自動車メーカー13社が2003年12月に結成。リサイクルが義務づけられている特定再資源化物品のうち、シュレッダーダスト
（自動車破砕残さ）について、そのリサイクルを適正、円滑かつ効率的に実施するための企画を行うチーム。

※

日 本 の 自 動 車 リ サ イ ク ル 法 （ 使 用 済 自 動 車 の 再 資 源 化 等 に 関 す る 法 律 ） に 基 づ き 、 自 動 車 メ ー カ ー は
自ら製造した自動車が使用済自動車となった際に、自動車破砕残さ（ASR）、エアバッグ類、フロン類を
引 き 取 り 、 こ れ を 適 正 に リ サ イ ク ル す る こ と が 義 務 づ け ら れ て い ま す 。
ＳＵＢＡＲＵは、使用済自動車から発生するASR、エアバッグ類、フロン類の3品目の引き取り・再資源化が
確 実 か つ 円 滑 に 行 わ れ る よ う 取 り 組 み 、 高 い 水 準 の リ サ イ ク ル 率 を 安 定 的 に 維 持 す る こ と を 目 指 し て
います。ＳＵＢＡＲＵは自動車メーカーなど13社で設立した「ART※（呼称：エイ・アール・ティー）」を
通じて、ASRの適正なリサイクルを円滑かつ効率的に推進しています。また、エアバッグ類・フロン類の
リサイクルに関しては、国内自動車メーカーおよび輸入業者と共同で設立した一般社団法人自動車再資源化
協 力 機 構 を 通 じ 、 適 正 処 理 を 行 っ て い ま す 。
2018年度は「ASR」の再資源化率が97.6%となり、2015年度以降の法定基準である70%を達成しています。
ま た エ ア バ ッ グ 類 に つ い て も 法 定 基 準 の 8 5 % を 上 回 る 9 4 . 4 % を 達 成 、 フ ロ ン 類 に つ い て も 引 き 取 っ た
全 量 を 適 正 に 処 理 し ま し た 。

使 用 済 み 自 動 車 の 処 理

https://www.subaru.co.jp/products/recycle.html
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トランク／リヤゲートのスイッチ
オープナーにクリップ形状を採用し、
ビス締めを廃止。

【易解体構造の採用】

材質表示をバンパー裏面だけでなく表面にも採用し、材料の分別性向上を図る。
【材質表示の改善】

■オレフィン系　　■素材がオレフィン系

内装部品にリサイクル性に優れたオレフィン系樹脂を積極的に採用。
【リサイクルし易い材質の採用】

短時間で効率よく回収できるハーネス
レイアウトや構造を採用。

【ワイヤリングハーネス類の解体性向上】

クリップ形状採用 

スイッチオープナー

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 限 り あ る 資 源 を 有 効 に 活 用 し て い く た め に 、 リ サ イ ク ル を 考 慮 し た ク ル マ づ く り を
推進しています。

リサイクル配慮設計の推進



127 ＳＵＢＡＲＵ CORPORATION CSR REPORT 2019

主な廃棄物と再資源化方法

産 業 か ら 排 出 さ れ る 廃 棄 物 や 副 産 物 を 他 の 産 業 の 資 源 と し て 活 用 し 、 結 果 的 に 廃 棄 物 を 生 み 出 さ な い シ ス テ ム 。
国 連 大 学 （ U N U ） が 1 9 9 4 年 に 提 唱 し た 概 念 。

※

なお、外部中間処理後の埋め立ては発生していません。

集計範囲：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場

金属くず再資源化量
95,235t

廃棄物の社内中間処理および
外部中間処理後再資源化量
11,916t

社内リサイクル量
3,967t

廃棄物量
111,118t

2018年度全事業所の廃棄物発生量と処理の概要

国内外の生産工場において、2004年度から廃棄物のゼロエミッション ※を継続達成しています。

工場における廃棄物削減の取り組み

生 産 に お け る 取 り 組 み



処理、再資源化

タイヤ オイル  バッテリーバンパー

再生重油

舗装材燃料チップ

暖房、花栽培の燃料

再生プラスチック
再生鉛
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S U B A R U 販 売 特 約 店 で は 、 環 境 保 護 の た め 、 事 業 活 動 に お い て 排 出 さ れ る 廃 棄 物 の 適 正 処 理 活 動 を
2 0 1 2 年 4 月 か ら 強 化 し て い ま す 。

従 来 の 処 理 方 法 の 見 直 し は も と よ り 、 再 資 源 化 を 目 的 と し て 各 産 業 体 や 企 業 と の 連 携 ・ 協 力 の も と 、
ゼロエミッション活動を展開し、国内での資源循環を目指しています。活動内容は、使用済み鉛バッテリー・
廃オイル・使用済みタイヤなど、多岐にわたり展開中です。これらの結果、2018年度は使用済鉛バッテリー
回 収 数 1 1 7 , 9 2 9 個 （ 鉛 資 源 1 , 5 1 1 ト ン ） 、 使 用 済 オ イ ル 5 , 4 9 4 ㎘ 、 使 用 済 タ イ ヤ 1 9 0 , 7 3 9 本 を 回 収 し
再 資 源 化 しました。

ステークホルダーに一番近い販売特約店のゼロエミッション活動は、より身近な環境保全活動であると共に、
企業責任の明確化と資源の再資源化による有効活用および適正処理を推進し、商品に加え、安全・安心な
環境が提供できるものと考えています。

国内販売特約店のゼロエミッション

販 売 に お け る 取 り 組 み

SUBARU車の海外生産用部品の梱包・輸送を行っている株式会社スバルロジスティクスでは、梱包資材の
再利用化（リユース）を柱に、環境負荷低減活動に積極的に取り組んでいます。
2 0 1 8 年 度 の リ ユ ー ス 梱 包 資 材 の 取 扱 量 は 、 前 年 度 に 対 し 1 1 ％ 増 の 7 7 6 ト ン と な り ま し た 。 こ の 要 因 は ､
米 国 で 新 規 に 生 産 が 開 始 さ れ た 「 ア セ ン ト 」 の 梱 包 資 材 の 一 部 統 一 を 進 め た も の の 、 部 品 の 出 荷 の
増加によるものです。

今後も引き続き梱包資材の再利用化を拡大し、環境負荷低減に積極的に取り組んでいきます。

梱包資材の再利用

物 流 に お け る 取 り 組 み
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バ ン パ ー 塗 り 分 け の た め の
マ ス キ ング

※養生: 塗装部分以外の箇所に塗料が付かないようにすること。

Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）は、米国内の自動車工場
と し て は 初 め て 2 0 0 4 年 に 埋 め 立 て ゼ ロ を 達 成 し 、 現 在 も 継 続 に 向 け て
様々な改善を行っています。

2018年度は、塗装工程での養生 ※に使用するマスキングテープの幅を見
直しした結果、約2.2トンの使用量を削減できました。

Subaru of Indiana Automotive, Inc. 2004年より埋め立てゼロを継続

海 外 に お け る 取 り 組 み

ス テ ラ タ ウ ン 内 児 童 向 け
ア ニ マ ル 広場

SUBARU販売特約店にて交換・回収したタイヤは破砕されゴムチップ化し、
発電所、製紙会社（パルプ）、製鉄所などの燃料に再利用しています。
こ の 様 な サ ー マ ル リ サ イ ク ル の 他 に 、 舗 装 材 の 一 部 資 源 と し て 再 利 用
し て います。

これは、使用済タイヤをゴムチップ化したものをアスファルトに混ぜたり、
アスファルトの表層に敷設したりするもので、駐車場や児童向け広場、
競技場、病院・老人ホームの歩道など目的に応じてゴムチップの配合を
変えて活用することができます。廃タイヤの表面部分だけでなく、ワイヤーや
ゴム材などに分けながらタイヤを細分化しゴム部分のすべてをチップ化し
舗 装 材 と し て リ サ イ ク ル す る 取 り 組 み は 、 自 動 車 メ ー カ ー と し て 初 と
な り ま す 。

使用済タイヤの再資源化

園 芸 農 家 で 栽 培 さ れ て い る
ポ イ ン セチア

SUBARU販売特約店でオイル交換時に発生する廃油は、ＳＵＢＡＲＵが
構 築 し た ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン ス キ ー ム に よ り 、 再 生 重 油 と し て 再 資 源 化
されています。山形県の園芸農家では、この再生重油をハウス暖房用燃料
として利用し、毎年きれいなポインセチアやシクラメンを育てています。
このシクラメンをＳＵＢＡＲＵのイベントやエコプロ展に来場された皆様に
配布しました。

廃油の再資源化
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国立公園を再現したSUBARUブース 

S u b a r u  o f  A m e r i c a ,  I n c . （ S O A ） は 、 米 国 S U B A R U 生 産 拠 点 で あ る
Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）での埋め立てゼロの知見を
活 か し 、 ヨ セ ミ テ 国 立 公 園 （ カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ） 、 デ ナ リ 国 立 公 園 ・
自然保護区（アラスカ州）、グランドティトン国立公園（ワイオミング州）の
国立公園から排出され埋め立てられるごみの削減を目指して、2015年から
お取引先様、保全協会、国立公園局などと共同事業を進めています。
具体的には、国立公園内でのごみの削減やリサイクル率の向上、公園職員の
意 識 の 向 上 や 地 域 で の 協 働 の 促 進 、 観 光 客 へ の 啓 発 な ど に 取 り 組 ん で
います。2015年の開始以来、公園内に500個以上のごみ箱を新たに設置
した他、有機ごみのコンポスト化を推進したり、水の補給ステーションを
増やしたりするなどの取り組みにより、3カ所の国立公園でのごみ排出量は
着 実 に 減 少 し て い ま す 。 ま た 、 イ ベ ン ト な ど を 通 じ て 、 公 園 を 訪 れ た
3万3,000人以上の方々にも啓発を行うことができました。
なお、SOAはNational Park Foundation（NPF）に対して、2018年度は
2 1 0 万 ド ル を 寄 付 し 、 2 0 1 3 年 か ら 支 援 を 開 始 し て 以 来 、 寄 付 額 は 累 計
6 , 8 0 0 万 ド ル と な り ま し た 。 こ れ は お 客 様 が S U B A R U 車 を 購 入 ま た は
リースされた際にＳＵＢＡＲＵが一定額を寄付するとして行ってきたもの
です。また、2019年4月に開催されたニューヨーク国際オートショーでは、
国立公園を疑似体験できるブースで展示を行いました。なお、このブースの
素材の大半はリサイクル可能な素材を使用しており、終了後は今後のオート
ショーやその他イベントで再利用する他、リサイクルや寄贈を行う予定です。

モ ー タ ー ス ポ ー ツ イ ベ ン ト で 設 置
されたリサイクル回収ボックス

Subaru of America, Inc.、リサイクル困難な廃棄物のリサイクル率向上へ
TerraCycle®と協働

Subaru of America, Inc.（SOA）は、2018年4月よりリサイクル率向上の
ためのプロジェクト「Subaru Loves the Earth」の一環として、米国の
リ サ イ ク ル 会 社 T e r r a C y c l e ® と 協 働 し て 、 こ れ ま で リ サ イ ク ル が 困 難
と さ れ て き た 様 々 な 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル を 促 す 「 T e r r a C y c l e ® Z e r o 
Waste™Box」プログラムを始めました。

米国内の販売店にTerraCycle®のリサイクル回収ボックス「TerraCycle®Zero 
Waste™Box」を配布し、お客様や従業員、各地域のパートナー団体の皆様
に、お菓子の包装材の他、使い捨て紙コップや蓋、コーヒーフレッシュの
容器など、リサイクルが困難だとして可燃ごみや埋め立てごみとして処理
さ れ て き た 廃 棄 物 を ボ ッ ク ス に 入 れ て 、 販 売 店 に 持 ち 込 ん で い た だ い て
います。こうして集められた廃棄物は、TerraCycle®を通じて公園のベンチや
ピクニック用テーブル、公園の遊具などに生まれ変わり、各地域のパートナー
団体などに寄付されています。2019年4月からは、ラリースポーツイベント
でもリサイクル回収ボックスを設置し、廃棄物のリサイクルを積極的に展開
していきます。

本 プ ロ グ ラ ム の 開 始 1 年 足 ら ず で 、 米 国 内 の 販 売 店 約 5 4 0 店 の 参 加 を
通じて集まった約100万個の廃棄物をリサイクルすることができました。

米国国立公園での埋め立てゼロに向けた共同事業の継続
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2018年度環境関連法規制などの遵守状況

水質管理については、法令基準に20％上乗せした自主基準を設定し、定期的に自主検査および外部業者に

よ る 検 査 を 実 施 し 、 継 続 的 に モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て い ま す 。

水 マ ネ ジ メ ン ト

水 資 源 は 、 人 々 の 生 命 や 生 活 、 そ し て 事 業 活 動 に 不 可 欠 な 貴 重 な 資 源 の 一 つ で す 。 し か し 、 気 候 変 動 に

よる干ばつや洪水などの災害による影響や世界の人口増加、経済発展などによる需要増加により、今後は

水資源の不足や汚染のリスクが予測されています。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の 事 業 活 動 に お い て 、 水 は 欠 か す こ と の で き な い 大 切 な 資 源 で す 。 そ の た め 、

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ で は 、 適 切 な 水 利 用 の 向 上 に 加 え 、 取 水 や 排 水 に お い て 環 境 へ の 負 荷 を 低 減 し た

適切な対応や管理に努めると共に、水資源の貯蓄機能がある森林の保全活動も積極的に行っています。

水 資 源 へ の 考 え 方

環境：水資源

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/020_manegement.html?id=a0504
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日本：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場、輸送機工業（株）、富士機械（株）、
イチタン（株）、桐生工業（株）、産業機器（株）
北米：Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.

対象範囲：

（単位：1,000m 3）

主な生産拠点における水源別水使用量の内訳

Subaru of Indiana Automotive, Inc.、Subaru of America, Inc.、 Subaru Canada, Inc.、
Subaru Research & Development, Inc.

海外グループ会社：

輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、
産業機器（株）

国内グループ会社：
ＳＵＢＡＲＵ：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場対象範囲：

（年度）

（1,000m3/億円）
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2018

4,843 

2017

4,673 

2016

4,462 

2015

4,401

2014

4,367

水使用量（総量）

水 使 用 の 総 量 、 原 単 位 は 、 事 業 所 ご と に 水 量 を 管 理 集 計 し 、 半 期 ご と の 会 議 体 に て 報 告 ・ 確 認 を 行 い 、
適宜、必要な対策を実施しています。

水 使 用 量
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※参考データベース
(1)WRI Aqueduct water r isk atlas、WWF-DEG Water Risk Fi lter、PREVIEW Global  Risk Data Platform、Climate
Change Knowledge Portal、Integrated Biodiversity Assessment Tool、NCD-VfU-GIZ Water Scarcity Valuation
Tool  (Version 1.0)、Costing Nature /  Water World、国土数値情報“浸水想定区域データ／土砂災害危険箇所データ”
（群馬製作所・宇都宮製作所のみ）

航 空 機 製 造 拠 点 で あ る 宇 都 宮 製 作 所 の 水 需 給 リ ス ク は 中 程 度 で す が 、 将 来 の 河 川 流 量 の 増 加 と 水 需 要 の
減 少 が 予 測 さ れ 、 水 需 給 リ ス ク は 将 来 的 に 改 善 傾 向 に あ る と い う 結 果 と な り ま し た 。 水 災 に つ い て は 、
洪 水 浸 水 エ リ ア お よ び 土 砂 災 害 エ リ ア に 該 当 し な い こ と に よ り 、 リ ス ク が 低 い 結 果 と な り ま し た 。
生 態 系 に つ い て は 、 拠 点 下 流 1 0 k m の 保 護 地 域 や 希 少 な 水 生 生 物 は 確 認 さ れ ず 、 リ ス ク が 低 い 結 果 と
なりました。

今後はこの調査をもとに、地域の需要にあった水資源の利用および保全を検討していきます。

自 動 車 製 造 拠 点 で あ る こ れ ら の 拠 点 の 水 需 給 リ ス ク は 中 程 度 で す が 、 気 候 変 動 の 影 響 を 考 慮 し て も
中長期的に現在のリスク水準を維持する見通しです。下流域には生物多様性の保護地域などは確認されず、
水質汚濁への脆弱性が低いことが確認されました。

宇都宮製作所

群馬製作所・Subaru of Indiana Automotive, Inc.

ＳＵＢＡＲＵは、持続可能な水資源の利用のため、外部の専門家による取水・排水に関わるリスク調査※を
行っています。2016年度は自動車製造拠点である群馬製作所・Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.
（SIA）、2017年度は航空宇宙製造拠点である宇都宮製作所でも実施しました。

調 査 に お い て は 、 各 拠 点 が 位 置 す る 河 川 流 域 に お け る 水 需 給 の 見 通 し を 立 て る 他 、 水 災 発 生 の 可 能 性 、
公衆衛生・生態系への影響などを5段階で評価し、優先順位をつけて対策を行うことに役立てています。

生 産 拠 点 に お け る 水 リ ス ク 調 査
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S u b a r u  o f  I n d i a n a  A u t o m o t i v e ,  I n c . （ S I A ） で は 、 塗 装 工 程 前 に 車 体 を 洗 浄 す る た め の 電 着 装 置 の
つ い た 水 槽 に フ ィ ル タ ー を 追 加 し 、 水 の 再 利 用 を 開 始 し ま し た 。 こ れ に よ り 2 0 1 8 年 度 は 水 の 使 用 量 を
年 間 約 1 , 0 8 0 ｍ 3削 減 で き ま し た 。

▲

▲

リサイクル水（純水）

ボイラー用水、表面処理洗浄水として活用

イオン交換塔（SA塔）

イオン交換塔（WA塔）

イオン交換塔（SC塔）

▲

活性炭塔（有機物除去）

▲

砂ろ過塔（固形物質除去）

▲

クロム系表面処理洗浄排水

排水総量の31％をリサイクル

排水処理施設に組み込まれた
イオン交換・リサイクル水製造システム

表面処理排水の再生処理（イメージ）

宇 都 宮 製 作 所 で は 、 イ オ ン 交 換 ・ リ サ イ ク ル 水 製 造 シ ス テ ム を 組 み 込 ん だ 表 面 処 理 施 設 を 導 入 し 、
排 水 を 再 生 処 理 し リ サ イ ク ル （ 純 水 ） と し て 活 用 し て い ま す 。 2 0 1 8 年 度 は 、 表 面 処 理 施 設 で 使 用 し た
水 総 量 1 4 0 , 1 4 0 ｍ 3 の う ち 、 4 2 , 8 0 0 ｍ 3 （ 3 1 ％ ） を 処 理 し て 、 リ サ イ ク ル 水 と し て 使 用 し て い ま す 。
リサイクルした水は、表面処理施設の洗浄水として工場内で活用しています。

生産拠点における水リユースの取り組み事例

水 の リ ユ ー ス
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2019年4月制定

事業活動が生物多様性に与える影響を把握し、その影響を低減しさらに回復につながる取り
組みを進めます。
生物多様性に関する意識向上に努めます。
生物多様性に関する社会の国際的な取り決めを尊重します。
さまざまなステークホルダーと連携し、生物多様性保全に取り組みます。
生物多様性に関する取り組みを積極的に開示します。

1.

2.
3.
4.
5.

私たちの社会は、さまざまな自然の恵みの源である「生物多様性」に支えられています。
その一方で「生物多様性」は地球規模で急速に失われています。
私 た ち は 、 事 業 活 動 を 通 じ て 生 物 多 様 性 保 全 に 取 り 組 み 、 「 大 地 と 空 と 自 然 」 が 広 が る 地 球 の
環境保護に貢献し、自然との共生を目指します。

ＳＵＢＡＲＵでは、2014年度より全事業所を横断するワーキンググループを発足し、事業活動と生物多様性の
関係性の把握および潜在リスクの洗い出しを行い、優先して取り組む課題を特定のうえ、ロードマップを
策定し、グループ全体で着実に対応・推進してきました。

これらの活動を踏まえ、ＳＵＢＡＲＵは生物多様性に配慮した事業活動を継続していくため、生物多様性
保全の基盤となる「ＳＵＢＡＲＵ生物多様性ガイドライン」を2019年4月に制定しました。ガイドラインの
制定にあたっては、生物多様性に関する国際的な動向を考慮しつつ、CSR重点6領域やＳＵＢＡＲＵ環境方針と
整合性を取り、また実効性および継続性を担保できるものとしています。

ＳＵＢＡＲＵ生物多様性ガイドライン

生物多様性ガイドラインの制定

ＳＵＢＡＲＵグループの事業活動は、自然の恵みの源である生物多様性に影響を及ぼす可能性があります。
また地球規模で生物多様性が急速に失われていることから、ＳＵＢＡＲＵはその保全が重要であることを
認 識 し 、 あ ら ゆ る 事 業 活 動 に お い て 自 然 と の 共 生 を 目 指 し 、 生 物 多 様 性 を 含 む 地 球 規 模 の 環 境 課 題 に
取り組むことを、ＳＵＢＡＲＵ環境方針に明文化しています。
推 進 に あ た っ て は 、 「 生 物 多 様 性 民 間 参 画 ガ イ ド ラ イ ン 」 や 「 経 団 連 生 物 多 様 性 宣 言 行 動 指 針 と そ の
手 引 き 」 な ど の 外 部 イ ニ シ ア チ ブ を 参 考 と し な が ら 、 「 生 物 多 様 性 民 間 参 画 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 」 へ の
参 画 を 通 じ て 、 積 極 的 な 生 物 多 様 性 保 全 に 取 り 組 ん で い ま す 。

生 物 多 様 性 へ の 考 え 方

環境：生物多様性
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松山湿原の眺望
美深町内に所在する日本最北の高層湿原（標高797m）。シダ植物やコケ植物など
約200種の特徴ある植物が生息していることから、環境省が「日本の重要湿地500」
の一つに選定。

※

2 0 1 9 年 2 月 に 、 美 深 町 、 北 海 道 上 川 総 合 振 興 局 お よ び Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の
三者は、「『美深町内の森林環境保全』に関する連携協定」に調印しました。
これを受けて、ＳＵＢＡＲＵは「企業版ふるさと納税」の制度を活用して、
北海道が実施する「おいでよ！天空の園・松山湿原※の森プロジェクト」を
通じて、同湿原の木道整備事業や生物多様性に資するガイドツアーの実施
などに、2019年度から2021年度の3年間で300万円の寄付を行います。

松山湿原の環境保全活動への寄付

約280人が植樹祭に参加

2018年9月に美深町開拓120年記念事業の植樹祭が開催され、ＳＵＢＡＲＵ
からは協賛企業として9人が参加しました。開会式では美深町長が「植えた
木の10年後、20年後の成長を見てほしい。」と挨拶され、健全で豊かな
森 林 を 次 世 代 に 継 承 す る と い う 願 い を 込 め 、 全 員 で 0 . 7 h a の 土 地 に
1,600本の美深町の気候に適したトドマツを植樹しました。土が硬いため
掘り起し作業に苦戦しつつ、汗をかきながら互いに協力し合い一本一本
丁寧に植えました。植樹したトドマツは50年後に伐採の時期を迎えます。

美深町開拓120年記念事業の植樹祭への協賛

ス バ ル 研 究 実 験 セ ン タ ー 美 深 試 験
場と周辺の森林 

スバル研究実験センター美深試験場敷地内に所有している115ヘクタールの
森林において、植林・間伐・自然保護などの整備・保全活動を2017年6月
から着手し、美深町など地域社会と連動した森林整備・保全活動を目指
しています。

北海道「ＳＵＢＡＲＵの森 美深」

ＳＵＢＡＲＵは、様々な企業活動のうち、「ＳＵＢＡＲＵ環境方針」の「自然との共生」を具体化した、
生物多様性の保全に直結する活動「ＳＵＢＡＲＵの森」活動を2017年度から取り組んでいます。

「ＳＵＢＡＲＵの森」活動

国 内 に お け る 取 り 組 み
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毎 年 春 に 可 憐 な 花 を 咲 か
せる石戸蒲ザクラ 

埼玉県北本市の東光寺には大正11年に国の天然記念物に指定された、日本
五大桜の一つに数えられる推定樹齢800年の石戸蒲ザクラがあります。北本
市にある埼玉物流センターでは、2003年3月に北本市より譲り受けた後継樹
を敷地内で大切に育てています。

希少種の保全活動

社会貢献「ＳＵＢＡＲＵの森」活動

関連情報

敷地内の案内板を整備

ＳＵＢＡＲＵは、航空宇宙カンパニーがある栃木県宇都宮市の森林公園内に
ある市有林の一部を「ＳＵＢＡＲＵの森 宇都宮」と称し、今後宇都宮市と
連携し森林の保全整備活動を支援していきます。2018年度は、敷地内の
案内板の整備と森林整備における間伐作業の支援をしました。

栃木県宇都宮市森林公園「ＳＵＢＡＲＵの森 宇都宮」

敷地内の看板を整備 

2 0 1 8 年 4 月 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 自 動 車 生 産 工 場 が あ る 群 馬 県 の 県 立 森 林
公園のネーミングライツ（命名権）を取得しました。2023年までの5年間を
「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ ふ れ あ い の 森  赤 城 」 と 称 し 、 県 有 林 の 保 全 整 備 支 援 を
行います。2018年度は敷地内の看板の整備と森林整備における間伐作業の
支 援 を し ま し た 。

群馬県立森林公園「ＳＵＢＡＲＵふれあいの森 赤城」

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/contribution/?id=a0201
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生 物 多 様 性 に 貢 献 す る 花 の 苗 で
花 壇 づ く り  

太 田 市 、 大 泉 町 の 小 学 校 を 対 象 と し て 、 花 壇 コ ン ク ー ル を 実 施 し て
います。花壇づくり用に、2015年9月より生物多様性に貢献する品種の
花の苗を小学校へ無償配布しています。

2 0 1 8 年 度 は 1 4 校 3 6 6 人 が 参 加 し ま し た 。 花 壇 づ く り を 通 じ て 花 を
育 て る 楽しみや新しい発見など心豊かな体験に役立てていただきたいと
考えています。

「小学校花壇コンクール」

ＳＵＢＡＲＵ地域交流会

スバル地域交流会の会員企業を対象として、購入を希望する企業に年に
3 回 配 布 し て い ま す 。 2 0 1 5 年 9 月 よ り 生 物 多 様 性 に 貢 献 す る 花 の 苗 に
変更し、各社にて生物多様性への配慮に貢献する緑化を推進しています。

「花配布活動」

群馬製作所では、スバル地域交流会の活動の一環として、生物多様性に
貢献する取り組みを推進しています。

生物多様性への配慮に貢献する花の苗配布

武 蔵 野 周 辺 の 自 然 豊 か な 生 物 多 様
性に配慮した緑地 

「 い き も の プ ラ ス ® 」 ： 大 手 建 設 会 社 8 社 に よ り 共 同 開 発 し た 生 物 多 様 性 簡 易 評 価
ツール。

※

東京事業所では、北側と東側の敷地の境界部分を、生物多様性簡易評価
ツール「いきものプラス® ※」を活用し、武蔵野周辺に自生するムラサキ
シキブやシラカシなど、生物多様性に配慮した植栽を行いました。この
取り組みを通じ、武蔵野の自然豊かな景観づくりにつなげています。

生物多様性に配慮した緑地への取り組み

http://www.chiiki-kouryuukai.com/info/
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豊かな自然に囲まれたSIA 

Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.（SIA）では、工場敷地内の遊水
地や周辺緑地を、地域の野生生物が生息しやすいよう整備し、生態系の
保 護 に 取 り 組 ん だ 結 果 、 野 生 動 物 が 生 息 す る エ リ ア と し て 2 0 0 3 年 に
National Wildlife Foundation（NWF）から認定を受けました。これは
米国内の自動車工場としては初めての認定となります。
野生のカナダ雁や鷺、ハクトウワシが、工場北側にあるテストコースの
周回路内側に設置した水場を、餌場や休息地として利用しており、また
レクリエーションセンター裏手の緑地には野生のシカが多く生息するなど、
豊かな自然に囲まれた工場を現在も維持しています。

Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）事業活動と自然との共生を目指して

ト キ ワ マ ン サ ク を 保 護 し て い る
景 徳鎮を訪問

SOC 「31座森林星之旅　第六季」

S u b a r u  o f  C h i n a  L t d . （ S O C ） は 、 2 0 1 2 年 末 に 、 国 家 林 業 局 の 中 国
野生動物保護協会と共同で「スバル森林生態保護プロジェクト」を設立
しました。
2013年より中国野生動物保護協会と共同で、中国の31省の自然保護区に
31カ所の「ＳＵＢＡＲＵ生態保護森林」を設置しました。2018年までに、
6年連続で植林活動や希少動物の保護活動などを行う「31の森 星の旅」
イベントを開催、車両や物資の提供も定期的に行ってきました。その結果、
計30万人余りの参加をいただくと共に、全国60以上の自然保護区を巡り、
総 走 行 距 離 は 6 万 キ ロ を 超 え ま し た 。 現 在 で は 、 「 3 1 の 森  星 の 旅 」
イベントは、中国で広く認知されています。

中国では、2014年に政府の主導のもと「森林中国公益プラットフォーム」
（森林中国）が設立され、国家レベルで自然環境保護と森林生態保護を
推 進 し て き ま し た 。 S O C は 、 2 0 1 5 年 に 森 林 中 国 と パ ー ト ナ ー シ ッ プ を
結び、彼らの生態環境保護活動に協力してきました。その活動が評価され、
国 連 か ら 森 林 中 国 と 共 に 「 公 益 感 謝 状 」 を 授 与 さ れ 、 国 際 的 な 評 価 を
得ています。SOCは2018年8月に、林業局野生動物保護協会より推薦を
受け、自生したトキワマンサクを保護している江西省の景徳鎮を、森林
中国組織委員会メンバーなど約50人と訪問しました。トキワマンサクは
過 去 の 伐 採 に よ り そ の 多 く が 失 わ れ て お り 、 今 回 の 訪 問 で は 、 ト キ ワ
マンサクの保護活動や生態系について学びました。

今後も、SOCは地域の自然環境と調和した活動を行い、生物多様性保全の
取り組みを進めていきます。

中国における森林保護活動「31の森 星の旅」

海 外 に お け る 取 り 組 み

http://www.subaru-china.cn/?p=215
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対象範囲：群馬製作所、東京事業所、宇都宮製作所、半田工場、半田西工場
国内グループ会社：輸送機工業（株）、富士機械（株）、イチタン（株）、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス、産業機器（株）
海外グループ会社：Subaru of  Indiana Automotive,  Inc.
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環 境 負 荷 物 質 の 低 減

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ で は 、 環 境 理 念 に 「 『 大 地 と 空 と 自 然 』 が Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の フ ィ ー ル ド 」 を 掲 げ て
お り 、 土 壌 ・ 大 気 を は じ め と す る 汚 染 の 予 防 は 、 持 続 可 能 な 社 会 と 私 た ち の 事 業 継 続 の う え で 大 切 な
責 任 の 一 つ と 捉 え て い ま す 。 こ れ を 踏 ま え 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 法 令 基 準 以 上 の 自 主 取 り 組 み 基 準 を
設 定 し 、 土壌・大気・騒音などについて適切に対応をしています。

汚 染 の 予 防 へ の 考 え 方

環境：汚染の予防
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ＳＵＢＡＲＵでは、バーゼル条約付属文書Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅷに定められた有害廃棄物の重大な漏出、輸送は
ありません。

化学物質管理（IMDSの運用）

関連情報

有害廃棄物の輸送

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 重 大 な 漏 出 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 関 係 法 令 に の っ と り 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 し て
い ま す 。 2 0 1 8 年 度 の 発 生 件 数 は 0 件 で し た 。

重大な漏出

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 P C B （ ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ル ） 廃 棄 物 を 法 に の っ と り 適 正 に 保 管 し 、 定 め ら れ た 期 限
までに処分を完了するよう計画しています。

PCB廃棄物の保管・管理状況

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 1 9 9 8 年 か ら 自 主 的 に 事 業 所 の 土 壌 ・ 地 下 水 調 査 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 浄 化 対 策 と
地 下 水 モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て き ま し た 。 土 壌 汚 染 対 策 法 が 施 行 さ れ た 2 0 0 3 年 以 降 は 法 に の っ と り 、
届 出 や 調 査 を 実 施 し て い ま す 。

土壌・地下水汚染防止

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 自 動 車 塗 装 工 程 か ら 発 生 す る 2 0 1 8 年 度 に お け る V O C （ 揮 発 性 有 機 化 合 物 ） 排 出 量 は 、
塗 装 面 積 あ た り 4 5 . 8 g / ｍ 2と な り 、 2 0 0 0 年 度 比 4 2 . 6 ％ 低 減 と な り ま し た 。

こ れ は 、 自 動 車 塗 装 工 程 で 使 用 す る 洗 浄 用 シ ン ナ ー の 使 用 量 低 減 や 回 収 強 化 に よ る も の で す 。

VOCの排出量

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/environment/020_manegement.html?id=a0302
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コ ン プ ラ イ ア ン ス ＆ グ リ ー ン 調 達
私 た ち は 、 人 ・ 社 会 ・ 環 境 の 調 和 を 目 指 し た 調 達 活 動 を 行 い 、 法 令 ・ 社 会 規 範 の 順 守 と 環 境 保 全 に
配 慮 し た 取 引 に 努 め ま す 。

ベ ス ト パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 構 築
私たちは、信義誠実の原則に従った相互信頼の取引関係を基本として、お取引先様と「WIN-WIN」の
関 係 を 築 い て い き ま す 。

フ ェ ア で オ ー プ ン な 調 達 先 の 選 定
お取引先様の選定にあたっては、国内外全ての企業に広く門戸を開き、常に公平・公正を期すとともに、
品質・コスト・納入・技術開発・マネジメント・環境（QCDDME）の6つの視点から最も優れた物品・
サ ー ビ ス の 調 達 に 努 め ま す 。

1 .

2 .

3 .

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 以 下 の 基 本 的 な 考 え の も と 調 達 活 動 を 推 進 し て い ま す 。

調達基本方針

調 達 基 本 方 針

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 事 業 活 動 の 中 で 環 境 課 題 の 改 善 に 取 り 組 む こ と は 企 業 に 課 せ ら れ た 喫 緊 の
社 会 的 課 題 、 果 た す べ き 責 任 と 認 識 し 、 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 を 目 指 し サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 環 境 に
配慮した調達活動に取り組んでいます。環境方針に「私たちは生物多様性など環境保護に配慮した調達を
実施します。」を掲げ、環境に配慮した事業活動を行っているお取引先様からの部品・材料・サービスの
調達を推進しています。

環 境 に 配 慮 し た 調 達 へ の 考 え 方

環境：環境に配慮した調達
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PDF/349KBＳＵＢＡＲＵグリーン調達ガイドライン

関連情報

環 境 省 が 策 定 し た 中 小 企 業 向 け の 環 境 保 全 活 動 推 進 プ ロ グ ラ ム 。 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い て 、 環 境 経 営 シ ス テ ム 、
環 境 へ の 取 り 組 み 、 環 境 報 告 の 3 つ の 要 素 に 取 り 組 む 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 。

※3

自動車メーカーに直接部品を供給する企業。一次取引先。その企業にその部品を構成する部品を供給する企業はTier2。※2

国際標準化機構（ISO）が1996年9月に制定した環境管理システム（EMS）の国際規格。ISO14001は環境に配慮し、
環境負荷を継続的に減らすシステムを構築した組織に認証を与えるというマネジメントシステム規格。

※1

こ の ガ イ ド ラ イ ン の 遵 守 を お 取 引 先 様 の 選 定 条 件 の 一 つ と し て い る 他 、 新 規 お 取 引 先 様 に は 、
I S O 1 4 0 0 1 ※ 1の 取 得 を 推 奨 し て い ま す 。 現 在 、 T i e r 1 ※ 2の お 取 引 様 は す べ て I S O 1 4 0 0 1 認 証 を 取 得 済 み
です。ISO14001の取得が困難な場合、環境ガイドラインの自主診断報告書の提出により遵守状況を確認
さ せ て い た だ く と 共 に 、 エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 ※ 3取 得 の 支 援 を 実 施 し て い ま す 。

◆お取引先様の環境マネジメントに関するお願い
1.環境関連法令の順守
2.環境マネジメントシステムの構築
3.環境責任者登録票の提出
4.環境パフォーマンスの向上

◆弊社に納入する部品材料サービスに関するお願い
5.環境負荷物質管理
6.物流におけるCO 2排出量の削減と梱包包装資材の低減

【お取引先様へのお願い事項】

グリーン調達ガイドライン

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 お 取 引 先 様 に 対 し て 、 環 境 に 対 す る 考 え 方 を ご 理 解 い た だ い た う え で お 取 引 き
い た だ く た め に 、 環 境 方 針 を お 伝 え す る と 共 に 環 境 へ の 取 り 組 み に つ い て お 願 い し た い 事 項 を 、
「ＳＵＢＡＲＵグリーン調達ガイドライン」にまとめています。ガイドラインでは主に、以下の6項目に
ついてのご協力をお願いしています。

ＳＵＢＡＲＵでの取り組み

グ リ ー ン 調 達

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/pdf/gre2.pdf
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は 、 グ リ ー ン 調 達 ガ イ ド ラ イ ン に の っ と り 、 お 取 引 先 様 に I S O 1 4 0 0 1 の 外 部 認 証 取 得 を
基本とした環境マネジメントシステムの構築を依頼しています。ISO14001の取得が困難なお取引先様に
対しては、エコアクション21の取得またはＳＵＢＡＲＵの自主診断に合格することをお願いしています。
当 社 の 自 主 診 断 に 合 格 し た お 取 引 先 様 に 対 し て は 、 必 要 に 応 じ て お 問 い 合 わ せ や 監 査 を 行 う と 共 に 、
環境マネジメントシステムの外部認証の早期取得に向け、継続的な努力を求めていきます。

お取引先様への環境マネジメントシステムの要請

ＳＵＢＡＲＵでは、生物資源の牛革や植物由来原料の使用状況を調査し、原材料の調達において生態系に
悪 影 響 を 与 え て い な い こ と を 確 認 し て い ま す 。 ま た 、 本 社 で 使 用 す る コ ピ ー 用 紙 を 新 た な 樹 木 を 原 料 と
し な い 古 紙 パ ル プ 1 0 0 ％ 配 合 の 再 生 コ ピ ー 用 紙 に 切 り 替 え て お り 、 他 の 事 業 所 で も 順 次 切 り 替 え を 予 定
しています。

生物多様性に配慮した調達

廃 自 動 車 指 令 。 2 0 0 0 年 に 発 効 さ れ た ヨ ー ロ ッ パ 連 合 （ E U ） が 定 め た E U に お け る 使 用 済 自 動 車 の 環 境 負 荷 を 下 げ る
た め の 指 令 。 有 害 物 質 の 使 用 禁 止 、 使 用 済 み 自 動 車 や そ の 部 品 の 再 利 用 ・ リ サ イ ク ル で 廃 棄 物 の 削 減 を 促 進 す る
ことを目的としている。

※2

欧州の化学物質規制。すべての化学物質を対象に、人・環境へのリスクに応じた管理・制限を求めるもの。※1

ＳＵＢＡＲＵでは、REACH規則 ※1やELV指令 ※2をはじめとする各国の環境負荷物質関連法規に対応して
います。部材に含まれる化学物質については、適宜お取引先様に使用状況調査を行い、継続して含有物質の
管理を行っています。また、法令や規制、業界規範等の自主規制などで禁止されている物質については、
順次代替材に切り替え、環境負荷物質の削減に取り組んでいます。

部品に含まれる環境負荷物質の管理および削減
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ＳＵＢＡＲＵでは工場や寮・社宅に隣接している地域住民の皆様を中心に日頃からコミュニケーションを
図り、地域に開かれた企業を目指しています。

群馬製作所では、毎月、隣接行政区代表のお宅へ訪問し、ＳＵＢＡＲＵイベントのご案内をしながら地域の
で き ご と や ご 要 望 を 伺 う な ど 情 報 交 換 を 実 施 し て い ま す 。 群 馬 製 作 所 の 現 況 や 環 境 の 取 り 組 み に 関 す る
説 明 会 を 開 催 し 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ が 地 域 と 共 生 す る た め の 取 り 組 み に ご 理 解 を 深 め て い た だ い て い ま す 。
工 場 の 視 察 会 を 年 1 回 設 け 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の ク ル マ づ く り を 直 接 ご 覧 い た だ き ご 質 問 を 受 け る な ど 、
生産活動への理解の一助としています。

航空宇宙カンパニーでは、騒音や振動をともなう工事について地域住民の方々にご理解をいただけるよう、
事前のお知らせを行っています。

地域の皆様とのコミュニケーション

カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト
証明書

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 森 を イ メ ー ジ し た
ブース

2018年12月6日から3日間、東京ビッグサイトで開催
さ れ た 「 エ コ プ ロ 2 0 1 8 」 に 出 展 し ま し た 。 ブ ー ス
で は 、 「 自 然 と の 共 生 」 を テ ー マ に 北 海 道 ・ 美 深
試験場テストコース内にある「ＳＵＢＡＲＵの森」の
映像を大画面のスクリーンに投影しました。さらに
「 フ ォ レ ス タ ー 」 を 展 示 し 、 自 然 の 中 で 運 転 す る
愉しさをイメージいただけるようにしました。開催
期間中は6,200人以上の方々にＳＵＢＡＲＵブースへ
お越しいただき、ＳＵＢＡＲＵの環境への取り組み
事 例 を 知 っ て い た だ く 機 会 と な り ま し た 。 ま た 、
被 災 地 復 興 支 援 J － ク レ ジ ッ ト へ の 参 加 を 通 じ て
出展に伴い発生するCO2排出量12.0t-CO2をカーボン
オフセットし、CO2の削減に取り組みました。

「エコプロ2018～SDGs時代の環境と社会、そして未来へ～」に出展

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 と の 関 わ り を 大 切 に 考 え 、 環 境 保 全 活 動 を 推 進 す る と 同 時 に
安 心 し 、 信 頼 し て い た だ け る 企 業 と な る べ く 、 様 々 な 機 会 を 通 じ て 分 か り 易 く 幅 広 く 社 会 に 向 け て
積極的に情報発信をしています。

環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 考 え 方

環境：環境コミュニケーション
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社会貢献への取り組み

関連情報 リ サ イ ク ル 活 動 を 紹 介 す る S I A の
ブース

Subaru of Indiana Automotive, Inc.（SIA）は、2016年度より小学生
から高校生を対象に環境に関する研究・発表を行うエコサイエンスフェアに
協賛しています。3年目となる2018年4月の参加者は286人でした。また、
SIAは優れた取り組みを行った学校に、3,000ドルの寄付を行いました。

インディアナ州立博物館のエコサイエンスフェアへの協賛

クルマのリサイクルを学ぶコーナー

群馬製作所では、小学生の社会科見学の一環として工場見学の受け入れを
実 施 し て い ま す 。 2 0 1 8 年 度 は 、 一 般 の 方 々 を 含 め 9 5 , 7 9 7 人 の お 客 様 に
お 越 し い た だ き ま し た 。 ま た 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ ビ ジ タ ー セ ン タ ー で は 、
壁 面 の パ ネ ル の 中 に 実 際 に リ サ イ ク ル さ れ る も の 、 リ サ イ ク ル の 結 果
で き 上 が っ た 実 物 を 展 示 し 、 ク ル マ の リ サ イ ク ル に つ い て 学 ん で い た
だいています。

宇都宮製作所では、2017年度より宇都宮市が環境教育の一環として主催
している「環境にやさしい工場見学会」に参画し、毎年50人の子供たちを
受け入れています。工場見学会では、リサイクルの推進、太陽光発電の
活用、低燃費のためのモノづくりなど環境にやさしい製作所の活動の様子を
紹介し、子供たちが環境問題について考えるきっかけになっています。

工場見学の受け入れ

群馬製作所では、臭気や騒音などは計測機器による測定と人の感覚とでは大きく異なるという経験則から、
日々事業所周辺の巡回を実施しています。また、別途相談窓口の設置、対話集会や工場見学会を開催する
ことで、近隣にお住まいの皆様とのコミュニケーションを密にとり、いただいた貴重なご意見をもとに、
生産設備の改善などを適宜実施しています。

事業所周辺を巡回して臭気などを監視

https://www.subaru.co.jp/csr/continuous/contribution/?id=a02
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矢島工場

本工場

群馬製作所

自動車部門

大 気 （ 大 気 汚 染 防 止 法 、 県 条 例 ）

※データは各工場および事業場における主要な規制対象物質・施設などの測定値です。

ＳＵＢＡＲＵでは法規制だけでなく、法規制値に20％上乗せした自主基準値でも管理しています。
法定基準値は、すべての規制値を遵守しました。

2 0 1 8 年 度 工 場 ・ 事 業 所 の 環 境 デ ー タ 　 実 績 ※

環境：環境データ
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半田工場

該当する設備はありません。

南工場、南第2工場

本工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

該当する設備はありません。

東京事業所

該当する設備はありません。

太田北工場

大泉工場
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［排水は公共河川排出、排水口2カ所（新2号水路、5号水路）で測定、全りん・全窒素は日間平均]

本工場

群馬製作所

自動車部門

水 質 （ 水 質 汚 濁 防 止 法 ・ 下 水 道 法 、 県 ・ 市 条 例 ）

半田西工場
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［排水は公共河川排出、全りん・全窒素は日間平均］

大泉工場

［排水は公共河川排出、全りん・全窒素は日間平均]

矢島工場
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※水質汚濁防止法および三鷹市下水道条例
[排水は公共用下水道排出]

東京事業所

［排水は公共河川排出、全りん・全窒素は日間平均］

太田北工場
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[排水は公共河川排出]

[排水は公共用下水道排出]

本工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

本工場
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[排水は公共河川排出]

南工場

[排水は公共用下水道排出]

南工場
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[排水は公共河川排出]

南第2工場

[排水は公共用下水道排出]

南第2工場
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半田西工場

半田工場
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木更津事業所

半田工場、半田西工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

※群馬県条例、太田・大泉公害防止協定

群馬製作所

自動車部門

騒 音 （ 騒 音 規 制 法 、 県 条 例 、 協 定 ）
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木更津事業所

半田工場、半田西工場

宇都宮製作所

航空宇宙カンパニー

群馬製作所

自動車部門

振 動 （ 振 動 規 制 法 、 県 条 例 、 協 定 ）
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[単位：kg/年、ダイオキシン類のみ、mg-TEQ/年]

群馬製作所（本工場、矢島工場、大泉工場、スバル研究実験センター（佐野））

自動車部門

国 内 法 P R T R  対 象 化 学 物 質 の 取 扱 量 、 排 出 量 な ど

[臭気指数]

群馬製作所

自動車部門

臭 気 （ 悪 臭 防 止 法 ）
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【単位：kg/年】

東京事業所
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[単位：kg/年]

航空宇宙カンパニー




